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工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴
太田小学校屋内体育館耐震補強工事

図面ﾘｽﾄ・設計概要

図 面 リ ス ト

番 号 図 面 名 称 縮 尺

ＦＲＥＥ

番 号 図 面 名 称 縮 尺

ＦＲＥＥ

ＦＲＥＥ

ＦＲＥＥ

ＦＲＥＥ

ＦＲＥＥ

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

図面リスト・設計概要

１／１００

１／１００

１／１００

１／１００

１／　３０

Ｓ－１

Ｓ－２

Ｓ－３

Ｓ－４

Ｓ－５

構造特記仕様書

１／１００特記仕様書 １

特記仕様書 ２

特記仕様書 ３

特記仕様書 ４

配置図・付近見取図

立面図 １

２階平面図 

１階平面図

立面図 ２

小屋伏図・断面リスト

軸組図 １／１００

補強鉄骨詳細図 １／　２０

増設水平ブレース詳細図

工事名称

建設地

建築用途

工事種別

都市計画区域内外の別

用途地域

防火地域

建ぺい率

日影規制

容積率

その他地域・地区

建築年

構造

高の高さ

軒高

敷地面積

建築面積

延べ床面積

設 計 概 要

一

般

事

項

施

設

概

要

太田小学校屋内体育館耐震補強工事

新潟市北区太田８１７

小学校（屋内体育館）

耐震補強工事

都市計画区域内

指定なし

指定なし

指定なし

建築基準法第２２条地域

昭和４９年（１９７４年）

１階：鉄筋コンクリート造、２階：鉄骨造

　７．７２ｍ

１６８２２．００㎡

１１．０７ｍ

　７０％

２００％

　　７８３．３６㎡　（屋内体育館）

　　７５４．３１㎡　（屋内体育館）

Ａ－１３

Ａ－１４

Ａ－　１

Ａ－　２

Ａ－　３

Ａ－　４

Ａ－　５

Ａ－　６

Ａ－　７

Ａ－　８

Ａ－　９

展開図

矩計図（改修前）

矩計図（改修後）

便所平面詳細図（改修前、改修後）

便所展開図・建具表Ａ－１５

１／　５０

１／　５０

１／　３０

１／４００

１／　２０

工 事 概 要

そ の 他 工 事補 強 工 事

・桁ブレースの増設

・桁梁の増設

・屋根ブレースの増設

・既設桁ブレース撤去

全６箇所

全８箇所

全８箇所

全２箇所

新潟市建築部公共建築第１課
A- 12009.3

・ガラス面飛散防止フィルム貼（内面）新設

3)直結給水式の屋外水栓柱の設置

4)便所の換気設備の設置（天井埋込換気扇）

・便器改修に伴うﾄｲﾚﾌﾞｰｽ改修

1)男女各１ヶ所の大便器を洋風便器に取り替え。

2)洋風便器、水飲み場の給水を直結給水方式に変更。

・ガラス周りガスケットおよびシーリングの取替え

１／　５０

・設備工事の概要（別途工事）



６ 無筋コンクリート

Ｄ１０，１３，１６

構内既存の施設　　※利用できない　　　・利用できる（※有償　　・無償）

１ 埋戻し及び盛土

２ 鉄筋の継手

 厚さは合板の厚さとする。                                         (表6.2.3)

　　1.本共通仕様及び特記仕様に記載されてない事項は、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共

　　　建築工事標準仕様書（建築工事編）平成19年版」（以下「標仕」という。）による。

　　2.標仕に用いられている用語を次のとおり読み替える。

　　　(2)「監督職員」を「監督員」に読み替える。

　　　(3)「特記仕様書」を「特記仕様」に読み替える。

　　3.次の各号に該当する標仕の項目について、標仕の規定を別表に置き換えて適用する。

　　　(1)　1章　1.1.2用語の定義の(1)、(12)及び(19)

　　　(2) 　〃　1.4.2材料の品質の(a)及び(b)

　　　(3)　 〃　1.4.4材料の検査等の(a)

　　　(4)　 〃　1.6.1工事検査の(b)及び(d)

　　4.次に掲げる標仕の規定は、適用しない。

　　　1章   1.1.2　用語の定義の(20)　

　　　〃    1.6.2　技術検査　

　　別　表（建築工事）

号        項   目

１章　一般共通事項

 1.1.2　用語の定義

　　　　       　置 き 換 え 後 の 標 仕 の 規 定

　　た者をいう。

1.4.2　材料の品質等

　　ために発注者又は検査職員が行う検査をいい、工事の施工体制、

　　施工状況、出来形、品質及び出来ばえの検査を含む。

(2)

(1)

(a) 工事に使用する材料は「建築材料・設備機材等品質性能評価事業

   契約時の 新版」の名簿に記載されている品目については、当該名

   建築材料等評価名簿（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

   簿に記載されている材料又は製造所の製品とするほか、設計図書に

   定める品質及び性能を有する新品とする。ただし、仮設に使用する

   材料は、新品でなくてもよい。

(b) 使用する材料が、設計図書に定める品質及び性能を有すること

　 の証明となる資料を、監督員に提出する。

   ただし、ＪＩＳ又は ＪＡＳのマーク表示のある材料を使用す

   る場合及びあらかじめ監督員の承諾を受けた場合(次の(1)か

   ら(3)のいずれかに該当する材料を使用する場合は、あらかじ

   め監督員の承諾を受けたとみなすことができる。）は、資料の

   提出を省略することができる。

　(1)建築基準法その他の認定品で、マーク等の確認ができる材料

　(2)建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価名

　　 簿に記載されている材料又は製造所の製品（特記で標仕の規定

　　 に基づく品質及び性能以外を規定した場合を除く｡)

　(3)特記により指定された材料又は製造者の製品

1.4.4　材料の検査等(3) (a) 現場に搬入した材料は、種別ごとに監督員の検査を受ける。

　　ただし、次の(1)若しくは(2)に該当する場合またはあらかじめ

　　監督員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

　(1)工事完成検査時または工事写真で、ＪＩＳ若しくは ＪＡＳの

　　 マークを確認できる場合

　(2)建築基準法その他の認定品と指定された材料で、工事完成検

　　 査時または工事写真で品質、性能を証明するマーク等を確認で

1.6.1　工事検査(4)

　　形部分等の算出方法について監督員の指示を受けるものとする。

　　 きる場合

　　4.　製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

Ⅱ 　 特 記 仕 様

　　　なお、(別　・　・　)は別図「各部配筋」の当該番号をを表す。

　　1.項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。　　

　　2.特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　3.特記事項に記載の(　．．　)内の表示番号は、標仕の当該項目、当該図または当該表を示す。

 　登録

１ 工事実績情報の
１
　
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項

章 　　　項　　目 　　　　　特　　記　　事　　項

５ 電気保安技術者

２ 概成工期

　・地区の区分に応じた風速（Ｖo（m／sec））　・ ３０　・ ３２

　・地表面粗度区分　　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ

４ 監理技術者の要件 ※次に掲げる基準を全て満たす監理技術者を専任で配置できること。

　１　建築工事の施工に関し、１０年以上の実務経験を有すること。

　２　建築工事に係る監理技術者証を有するものであること。

７ 特別な材料の工法

６ 発生材の処理等

１ 監督員事務所等

・仮設事務所の中に監督員用空間を　　㎡程度確保する。
２
　
仮
 
設
 
工
 
事

２ 監督員用備品等

現場事務所､倉庫､下小屋等の仮設建物の位置はあらかじめ監督員の承諾を受ける。

構内既存の施設　　※利用できない　　　・利用できる（※有償　　・無償）

４ 工 事 用 電 力

３ 工　事　用　水

５ 仮 設 建 物 等

６ 外 部 足 場 

年４月策定）」によること。設置については「手すり先行工法による足場設置基

準」による働きやすい安心感のある足場とし、二段手すりと幅木の機能を有する

部材があらかじめ備えられた手すり先行専用足場型とするか、または改善措置機

材を用いて手すり先行専用足場型と同等の機能を確保するものとする。

　なお、「手すり先行工法による足場」以外の足場とする場合は、設計変更の対

象とする。

　枠組足場とし、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省、平成15
２
　
仮
 
設
 
工
 
事

６
 
コ
 
ン
 
ク
 
リ
 ー

 
ト
 
工
 
事

３ セメントの種類

　 の処理

８ コンクリート

　 打放し仕上げ

普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞの品質は、JIS R5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合  

　するものとする。ただし、無筋ｺﾝｸﾘｰﾄに用いる場合を除く。

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種  (6.3.2)(6.13.2)(表6.3.1)

・高炉セメントＢ種（                             ）

水和熱

７ ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体表面

 ＭＣＲ工法又は15.2.4.(C)による目荒らし工法とする。なお、目荒らし工法の

 場合は、モルタルの接着に適した粗面に仕上げる工法を、1.2.2｢施工計画」に

 による品質計画で定める。また、粗面の状態は、監督員の承諾を受ける。

 適用範囲は１１章タイル工事 ３コンクリート素地面の処理による。

 コンクリートの増打ち厚さ     ※２０mm     ・　

外装ﾀｲﾙ後張り面の躯体表面の処理                    (6.9.3)(11.3.3)(15.2.4)

 ・Ａ種

 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

・面うち　・ 面と同一

・面うち　・ 面と同一

　コーン穴の仕上げ面

※12ｍｍ　・ 15ｍｍ

※12ｍｍ　・ 15ｍｍ

　　施 工 箇 所　厚さ 種　別

・12ｍｍ

５
　
鉄
 
筋
 
工
 
事

１ 鉄筋の種別

９ 機械吊上げ用

　　フック

10 圧接完了後の抜取

   試験

・ＳＤ２９５Ａ

・ＳＤ３４５

・　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.2.1)(表5.2.1)

呼び名19mm以上の柱、梁の主筋　※ガス圧接　　・重ね継手　 　　　　　(5.3.4)

３ 鉄筋の 少かぶり

　 厚さ ・耐久性上不利な箇所の鉄筋の 小かぶり厚さは下表による

 柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面 ※１０　　・ 

４ 既成ｺﾝｸﾘｰﾄ杭の

小かぶり厚さは目地底から算定する 　　　　　　　　　　　　　　  　(5.3.5)

・Ａ形　　・Ｂ形　　※図示　 　　　　     　　　 　　 　           (別1.1)

 　杭頭補強

箇所数   （      ヶ所）

・Ａ種    ・ Ｂ種    ・ Ｃ種  　                          　　　　(別 7.3)

５ 帯　　筋

６ 上階柱頭補強

７ 壁開口部の補強

８ 梁貫通孔の補強

　 形式

※Ｈ形(□は除く)　・　　　　 　　        　　　　　　　　　　 　   (別2.2)

※行う    　・ 行わない　  　　　　　　　　　　                    (別2.1)

一般壁　　※Ａ形　　・Ｂ形　　・図示　　　　  　 (別4.2)(別表4.3)(別表4.4)

耐震壁　　※図示

・既製品(建築基準法による指定又は認定を受けたもの)

※Ｈ形　　・ ＭＨ形　　・ Ｍ形       　　   　 　(別7.1)(別表7.1～別表7.3)

６
　
コ
 
ン
 
ク
 
リ
 ー

 
ト
 
工
 
事

　 設計基準強度

１ 普通ｺﾝｸﾘｰﾄの 　

　　設計基準強度 Fc(N/㎜ )2 　　　　　　 スランプ

・１８

・

※超音波探傷試験     ・引張試験    　　　　                        (5.4.9)

※構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ：発注強度=設計基準強度(Ｆｃ)+割増し(ΔＦ)+温度補正(Ｔ)

 　施　工　箇　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(6.1.4)

種類　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(4.3.1)(4.3.2)

施工法                                           　　 　　 （4.3.3～4.3.5)

 ・遠心力高強度プレストレストコンクリートくい（ＰＨＣ杭）

 ・外殻鋼管付きコンクリートくい（ＳＣ杭）

 ・プレストレスト鉄筋コンクリートくい（ＰＲＣ杭）

 杭頭の処理    ※切断しない     ・                                 (4.3.7)

 杭の継手　　　※アーク溶接（　　　　）　・無溶接継手　　 　 　　　(4.3.6)

 先端部形状    ※開放形         ・閉そく平たん形             　　　(4.3.2)

 ・打込み工法

 ・セメントミルク工法

 ・特定埋込み杭工法(建築基準法に基づく埋込杭工法とし、杭材料は指定又は

２ 場所打ち

　 コンクリート杭地業

コンクリートの種別及び設計基準強度 　　　　　　　　　  　 (4.5.3)(表4.5.1)

３ 砂利地業

４ 床下防湿層

　（      ）種かつ（     ）Ｎ/㎜  以上   

セメントの種類　※高炉セメントＢ種    ・                           (4.5.3)

・拡底杭工法 （※安定液使用  ・               ） 

掘削工法　　・アースドリル工法(※安定液使用　・無水掘削)　　　   　(4.5.4)

・リバース工法

・オールケーシング工法(孔内の水張　※行う　・行わない)　

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法        　             (4.5.5)

孔壁測定    ・行う  ・ 行わない                             (4.5.4～4.5.5)

　　　　　・図示による

施工箇所　※建物内の土間ｽﾗﾌﾞ及び土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下（ﾋﾟｯﾄ下を除く)        (4.6.6)

※再生クラッシャラン　　・ 切込み砂利及び切込み砕石                (4.6.2) 

2

　                  認定条件に適合するもの)

２ 既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭地業

・構外搬出適切処理(指定場所：　　　　　)

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・建設汚泥から再生した　　(3.2.3)(表3.2.1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　処理土

・構内指示の場所（・敷き均し　　　・堆積）　　　　 　　　　　　　　(3.2.5)

　 処理

２ 建設発生土の

３
　
土
 
工
 
事

・処分地未特定のため、場内仮置きとし契約後変更とする

１ 試験
４
 
地
 
業
 
工
 
事

　試験位置　※図示　　載荷荷重　　　N/mm

　試験位置　※図示　　載荷荷重　　　N/mm

2

2

７
 
鉄
 
骨
 
工
 
事

１ 鉄骨の製作工場

２ 施工管理技術者

３ 鋼 材

※適用する　　・適用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.1.3)(7.1.4)

鋼材の材質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　   (7.2.1)(表7.2.1)

・監督員の承諾する製作工場　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　(7.1.3)

・建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関とし

　て認可を受けた㈱日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨

　製作工場の性能評価基準」に定める「　　グレード」として国土交通大臣から

　認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

※JIS規格による

※JIS規格による

  種類の記号　　　　　　　使 用 箇 所　　　　　　　　　　　　規格等

７ スカラップ

６ 開先形状

※図示による　　　・監督員の指示による　　　　　　　 　　　　　　　(7.6.7)

２ ＡＬＣパネル                                           (8.4.2～8.4.5)(表8.4.2)(表8.4.3)

・外壁パネル

・間仕切パネル

・床パネル

※平パネル

・屋根パネル

※平パネル

・意匠パネル

　　 種 類 単位荷重(N/㎡)

・980

・2350 ・3530

・1180 ・1960 ・100

・120

・

・80 ・100

・

・100

・100 ・150

　厚さ(mm) 　　　　取付け工法種別等

耐火性能・有り(・1時間・2時間)

※標仕8.4.5による

・B種　・C種　・D種　・E種

・A種　・B種　・C種 

３ 品質計画等

15 工事施工状況写真

12 施工図等の取扱

13 工事完成写真

14 特別完成写真

16 設備工事との

 　取合い

　提出する。

　撮り方 改訂第２版 建築編」を参考に、撮影計画書を作成して、監督員に

　認できるように行うものとし、「建設大臣官房官庁営繕部監修　工事写真の

※工事施工状況写真の撮影は、工事に係る材料、施工及び品質管理の状況が確

とする。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に委譲するもの

※下記のものを作成し提出する。なお、作成方法・部数等は、監督員の指示による。11 完成図等

    濃度測定

10 化学物質の

９ 見本施工 ※実施しない　　・実施する(　　　　　　　　　　　　)                (1.5.5)

　・案内図及び配置図　・平面図　・立面図　・断面図  　　     (1.7.1～1.7.3)

　ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、撮影計画書の作成を省略できる

・要(                  )　　　・不要 　 　　　  　　         　　 　(1.3.3)

建築基準法に基づき指定する条件                                      (1.2.2)

※無し　　・有(工期　平成　　年　　月　　日)                        (1.2.1)

・監督員事務所　・10　・20　・35　・65　・　　㎡程度を設ける。      (2.3.1)

監督員用備品として、下記のものを工事期間中常備する。　　　          (2.3.1)

高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離､ボルト間隔､ゲージ等     　　　　(7.3.2)５ 工作図

４ 高力ボルト ※ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞﾙﾄ ・ＪＩＳ形高力ﾎﾞﾙﾄ ・溶融亜鉛めっき高力ﾎﾞﾙﾄ    　 (7.2.2)

検査水準　　※第６水準　 ・ 図示                       　(7.6.11)(表7.6.2)

ＡＯＱＬ　　※４.０％　　　・２.５％　                            (7.6.11)８ 溶接部の試験

※標仕7.6.11(b)による

・図示

 　試験の種別　　　　　　　 　試験箇所　　　　　 　　　　 試験方法　　

・超音波探傷試験　

・放射線試験

・マクロ試験

　厚さ(mm) 　　　　 適 用 箇 所

・空洞ﾌﾞﾛｯｸ16-W

※空洞ﾌﾞﾛｯｸ16

断面形状及び圧縮強さによる区分

補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(8.2.2)１ 建築用コンクリート

　 ブロック
８
 
コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
･
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

                                                            (7.9.2～7.9.6)

・耐火材

　吹付け

・湿式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・

・耐火板張り

・ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り　　

・耐火材巻付け

９　耐火被覆

・乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・半乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

・建方用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種)                    (表7.10.1)

※構造用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(形状、寸法は図示による。)　     　　　　　       (7.10.3)10 アンカーボルトの

　 保持及び埋込み工法

※Ａ種　　・Ｂ種　　                                            (表7.10.2)11 柱底均しモルタル

12 錆止め塗料塗り

８ 技　能　士 　　　                                                              (1.5.2)

杭の載荷試験　・鉛直載荷試験　・水平載荷試験                (4.2.3)(4.2.4)

地盤の載荷試験　 ※平板載荷試験　   ・　

仕 　 様 　 書

Ⅰ 　 共 通 仕 様

　　　　　　　種　別　　　　　　　　　　　所要性能及び適用構造区分

杭径（mm） 杭長(m)及び種別 継手箇所数 長期設計支持力(kN/本)セット数等

位置は図示　試験杭

　本　杭

 ・

年月日

図名

縮　尺 図面番号

工事名

　・仕上表　　　

　　 ・建物の保全に関する説明書(取扱説明書を含む｡)　　

　・室内空気汚染に関する台帳整備

　・室内空気測定調査報告書

　・その他監督員が指定した図面

図示による。

２４追加特記による。

※Ⅰ類　　　　・Ⅱ類　　　  　　　　　　　　              (6.1.5)(表6.1.1)

JISA5308(ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ)に適合するものを用いるものとする。

「全国統一品質管理監査基準」に基づく品質確保の確認結果等を参考にし

※下記のコンクリートは無筋コンクリートとして扱う。

・建物内土間コンクリート、ポーチ、犬走り、機械架台　・　

４ 骨材の品質

５ 混和材料の種別

アルカリシリカ反応性による区分　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.3)(6.5.4)

・Ｂ(※コンクリート中のアルカリ総量Ｒｔ=3.0kg/m 以下)

・Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

※混和剤 　・ 混和材　   　　　　　　　　　　　　　　　     (6.3.5)(6.4.8)

全アルカリ

塩化物ｲｵﾝ

28ｄ

7ｄ 測定値を報告する。

測定値を報告する。

0.75%以下

0.035%以下

算出は，JISR5210ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ（低ｱﾙｶﾘ形による。）

・図示

・図示　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(7.6.4)

※国土交通省大臣官房官庁営繕部「建築鉄骨設計基準」による。

※国土交通省大臣官房官庁営繕部「建築鉄骨設計基準」による。

　　　(1)「契約書」を「新潟市契約規則による帳票規定(昭和41年4月1日訓令第９号)別記様式第６号の２

産業廃棄物処理計画書を作成，提出し監督員の承諾を受ける。

　　②部分払の請求に係る出来形部分又は部分払指定工事材

　　　料等(約款第38条)

　　③部分引渡しの指定部分に係る工事の完成(約款第39条)

　　①工事の完成(約款第32条)

　 の類別

２ ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

※Ⅰ類については，「全国生ｺﾝｸﾘｰﾄ品質管理監査会議」が策定した，

特記仕様書（１）

         の工事請負契約約款，及びその他の関連要綱」（以下「約款等」という。)に読み替える。

別添の特記仕様書による。

　・雨具　　　着　　　・長靴　　　足　　　・安全帯　３組

　・保護帽　３ケ（新潟市章及び新潟市を記入）

工事完了後整理のうえ監督員に提出する。　※提出部数　５　部

※提出部数　１部

・１５

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴
A-2

　　④契約の解除時における出来形部分(約款第48条)

　　⑤その他　新潟市請負工事検査要綱第5条定める検査

(a) 約款に規定する部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来

(a) 「監督員」とは、約款第10条の規定により請負者に通知され

(b) ｢工事検査」とは、約款に規定する次の各事項の確認をする

(b)新潟市請負工事検査要綱第5条に定める検査を受けるものとする。

写真専門業者の撮影した外観カラー写真　　　部提出する。

・写真の電子デ－タ提出

単位水量の確認　※打ち込み当初　・打ち込み中150ｍ3に１回　　(6.5.1)(6.4.4)

　・多雪地域の指定　　積雪区分　建告示第１４５５号　別表（３０）

Ｄ１９

新潟市建築部公共建築第１課

大きさ　※キャビネ　・半紙　・写真の電子データ提出

STK400 耐震補強ﾌﾞﾚ-ｽ（鋼管）

SS400

　　　　　　　　施 工 箇 所　　　　　　 　　　　　　　表5.3.6の値に加える寸法(mm)

１５

Ｒ

SN400B 鋼板

耐震補強ﾌﾞﾚ-ｽ（山形鋼）

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種(内部)                             　　(表18.3.1)

(表18.3.2)・亜鉛ﾒｯｷ鋼面錆止め塗料　B種

１５

※２１ 構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ

・２４ 構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ

平成２１年度太田小学校屋内体育館耐震補強工事設計図

※ＣＡＤデータ　・　原図　・　陽画複写図

・便所床部

太田小学校屋内体育館耐震補強工事

2009.3

 種類の記号　　　　　　　　呼　び　径　（mm）　　　　　　　　     備　　考

 異形鉄筋

 異形鉄筋

3

鉄筋工事　　　　　　・鉄筋施工(鉄筋組立て作業)

コンクリート工事　　・型枠施工

鉄骨工事　　　　　　・とび

ﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ工事　 ・ブロック建築　　・ＡＬＣパネル施工

防水工事　　　　　　・アスファルト防水工事作業　・塗膜防水工事作業

　　　　　　　　　　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業　・シーリング防水工事作業

石工事　　　　　　　・石材施工（石張り施工）

タイル工事　　　　　・タイル張り

木工事　　　　　　　・建築大工

屋根及びとい工事　　・建築板金（内外装板金作業）　・スレート施工

金属工事　　　　　　・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

左官工事　　　　　　・左官

カーテンウｫｰル工事　・カーテンウｫｰル施工(ＰＣ)　・サッシ施工　・ガラス施工

塗装工事　　　　　　・塗装（建築塗装作業）

内装工事　　　　　　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　 

　　　　　　　　　　・ボード仕上げ工事作業　　・表装（壁装作業）　　 

植栽工事　　　　　　・造園

　 適用工事種別　　　　　　　　　　　技 能 検 定 の 職 種

建具工事　　　　　　・サッシ施工　　　・　ガラス施工       ・フィルム施工



・　　　　　　　　工法

・　　　　　　　　工法

・　　　　　　　　工法

　　　工 法 種 別

１０年間

１０年間

１０年間

　保 証 期 間　　　　　施 工 箇 所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      (9.4.2)(9.4.3)(表9.3.1)

　 　　　　　　　　　　　　　　　　   　                　(9.6.2)(表9.6.1)

８
 コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
･Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板

３ 押出成形ｾﾒﾝﾄ板

　 (ＥＣＰ)

                                          (8.5.2～8.5.4)(表8.5.1)(表8.5.2)

・外壁ﾊﾟﾈﾙ

　施工箇所

※ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ

・ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ

・ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ

※ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ

・ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ

・ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ

　ﾊﾟﾈﾙ

・間仕切壁

  厚さ(mm)   表面形状    幅(mm)   工法    耐火性能

・B種

・C種 ・有り(   )

※無し

・無し

※有り(   )

・B種

・A種

９
 
防
 
水
 工
 事

１ アスファルト防水 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.3)～(表9.2.8)

・

   種　別

・ＡＩ‐２

・Ａ－２

・Ｄ－２

・ＢＩ－２

　　　　　　　　　　　　施　工　箇　所

断熱工法の断熱材　厚さ(mm)　※ 25mm　・                            (9.2.2)

乾式保護材の材料                                                   (9.2.2)

アスファルト　　※４種　　・３種　　　　　　　　                 　(9.2.2)

　　　　　　　　　材質　※A種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種b

※１５ ×

・     ×

※１２ ×

　寸法(㎜)：厚さ×幅　　　　 種　　類 　　　適　　用

※無石綿に限る

２ 改質アスファルト

　 シート防水

３ 合成高分子系

 　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 (9.3.2)(9.3.3)(表9.3.1)

・ＡＳ－１

　 種　別 　　　　　　　　　　　施　工　箇　所

・

　　 種 別 　　 施 工 箇 所

・軽歩行

・非歩行

 仕上塗料塗り   使用分類　厚 さ

ＰＣコンクリート部材下地　　　　　　 　　　　　　      　　　　　　(9.4.4)

 目地処理(接着工法)　　※図示

４ 塗膜防水

５ シーリング

　　種別 　　     　 施　工　箇　所

・Ｘ－１

・Ｘ－２

種別 Ｘ－１の脱気装置

下表以外は標仕表9.6.1による　　

　　　　　施 工 箇 所 　　　シーリング材の種類(記号)

接着性試験　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　(9.6.5)

 ・行わない

６ 防水の保証等

 床用石材　　　　　　　※２等品　　・１等品（施工場所　　　　　　　）

 壁及びその他の石材　　※１等品　　・２等品（施工場所　　　　　　　）

石の品質                                                          (10.2.1)10
　
石
 
工
 事

石の種類・表面仕上げ　　　　　　　　　　　　　(10.2.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

　施工箇所  厚さ(㎜) 　仕上げの種類　 産地・名称  種　類

１ 天然石張り

２ テラゾ張り

３ 床及び階段の石張り

種石の種類　　　　　　※大理石　　　　　・　　　　　　 　　 　　　(10.2.1)

表面仕上げ　　　　　　※本磨き　　　　　・　　　 　　　　　　 　(表10.2.2)

床石張りの石裏面処理　　　・　行う　　　　　　　　　　　　　　    (10.6.2)

屋内のワックス掛け　　　　・　行う                                (10.1.5)

１　陶磁器質タイル タイルの種類　　　　　         　　　　　　　　　　　　　　　　 　(11.2.1)
　
タ
 イ
 ル
 
工
 事

11

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　　※ 行わない　・ 行う（※外装タイル　・　　　　　　)

施工場所
形状寸法

  （㎜) 施釉 無釉  なし 標準

き  じ 役 物 色うわぐすり

磁器 せっ器 陶器 あり 特注

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
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・
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・
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・

・
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・
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

備 考

1111
　
タ
 
イ
 ル
 工
 
事

 　面の処理

３ コンクリート素地

４ 陶磁器質タイル

　 型枠先付け工法

内装タイル　※壁タイル接着剤張り　・改良積上げ張り    　(11.3.3)(表11.3.2)

外装タイル　・ 密着張り　　　・マスク張り

下地モルタル塗り　※標仕15.2.2～15.2.5

タイルの試験張り　※行わない　・行う（※外装タイル　・　　　　　　）

　施工範囲　　※ 図示

※ＭＣＲ工法又は目荒らし工法(ポリマーセメントモルタル下地)　　    (11.3.3)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　（11.2.2)(11.4.2)(表11.4.1)

・小口タイル

・二丁掛タイル

・大形タイル

　適用タイル

※タイルシート法

・目地桝工法

・桟木法 ・ 

　　　タイル型枠先付面のせき板　　　種　　別

※標仕6.9.3[材料](b)(2)又は金属製

　タイル先付け用パネル

12
　
木
 工
 事

１ 木材の品質 ※標仕12.2.1による　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　(12.2.1)

２ 樹  種

・標仕表12.2.3によるほか、樹種のうち杉は「越後杉ブランド」を使用する

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　）

                                                                  (12.2.2)

※一般材 ※たも･なら･しおじ

　　　　品　　名   規格・品質    芯材の樹種  化粧単板の樹種

・　

・　

・　

※１級 ・２級

※１級 ・２級

※１級 ・２級

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。　　　　　　　　　(12.2.6)

13 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13.2.2)(13.2.3)(表13.2.1)

※0.4

　板厚(mm)

・　　　　　　

※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金めっき鋼板

・　　　　　　

・　

　屋根葺形式 長尺金属板の種類

２ 折　板　葺                                                 (13.3.2)(13.3.3)(表13.2.1)

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形形　式

形状(mm)

材　料 ※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金めっき鋼板

(規格等) ・

軒先面戸板 ※有り　　・無し

断熱材 ※有り（種別　　　　厚　　mm）　　・ 無し

耐火性能 ※30分耐火　　・ 無し

３ と　い

鋼管製といの防露　※ 標仕表13.5.5による

　
屋
 根
 
及
 
び
 と
 い
 
工
 事
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１ あと施工アンカー

 　の引抜き耐力試験

 ※ 適用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14.1.3)

２ ステンレスの表面

　 仕上げ

                                                                  (14.2.1)

※ＨＬ程度

　　種　類

・No２Ｂ程度

・鏡面仕上げ

・

下記以外の見え掛かり全て

　　　　　　　　　　施　工　箇　所

３ アルミニウム及び

　 アルミニウム合金

　 の表面処理

                                                        (14.2.2)(表14.2.1)

・

・Ｂ－２種

・ﾌﾞﾗｯｸ

・ﾌﾞﾗｳﾝ系

・ｽﾃﾝｶﾗｰ

　色合い 　　　　　　　　施　工　箇　所　　種　別

・Ｂ－１種

４ 鉄鋼の亜鉛めっき                                                         (14.2.3)(表14.2.2)

溶融亜鉛めっき

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

電気亜鉛めっき

　　　　　種　別 　　　　施　工　箇　所   表面処理法　

・Ａ種(板厚6.0ｍｍ以上)

・Ｂ種(板厚3.2ｍｍ以上)

・Ｃ種(板厚1.6ｍｍ以上)

14
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５ 軽量鉄骨天井下地

※下記以外は、標仕14.4.3及び表14.4.2による

屋外の場合の形式及び寸法                                (14.4.3)(表14.4.2)

野縁受、吊りﾎﾞﾙﾄ、ｲﾝｻｰﾄ

　 中央部　　　周辺部

施　工　箇　所

工法を、標仕1.2.2[施工計画書]による品質計画で定める。

ただし、建築基準法に基づき指定する条件により、定まる風圧力に対応した

６金属成形板張り

・ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

・ﾊﾟﾈﾙ形

・押出し

・ﾛｰﾙ

※ﾌﾟﾚｽ

・　

・

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

　製法　　形　状 　 材 種 寸法(mm) 厚さ(mm) 表面処理

・

・ﾌﾞﾗｳﾝ系

・ﾌﾞﾗｯｸ

・ｽﾃﾝｶﾗｰ

・B-2種

・B-1種 　無着色

　色合い

　無着色

伸縮調整継手　※設けない　・設ける（施工箇所は図示）　　　 　　 　(14.6.3)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　(14.6.2)(表14.2.1)

７ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木 オープン形式アルミニウム製笠木の種類       (14.7.2～3)(表14.2.1)(表14.7.1)

・250形

・300形

・350形

　1.6以上

　1.8以上

　2.0以上

※A-1又はB-1種(無着色)

・B-2種 ・ﾌﾞﾗｳﾝ系

・ﾌﾞﾗｯｸ

・ｽﾃﾝｶﾗｰ

建築基準法に基づき指定す

る条件により定める

  表面処理及び色合い     固定間隔・方法 種　類  呼称肉厚(㎜)

コーナー部及び突当たり部等の役物は笠木本体製造所の仕様による。

８ 手すり及び

　 タラップ

                                             (14.2.1)(14.8.2～3)(表14.2.2)

・タラップ

※ｽﾃﾝﾚｽsus304

※ｽﾃﾝﾚｽsus304

・鉄

・鉄

※研磨なし 　・　

　材料の種別　種　類

・手すり

　　　　　　　表　面　処　理

亜鉛めっき 　外部　　※Ｃ種　　・ 

　　　　　　 内部　　※Ｅ種　　・ 

亜鉛めっき　 内外部　※Ｃ種　　・　

※ＨＬ程度　 ・鏡面程度　　　  ・　

15
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１ 床コンクリートの

　 直均し仕上げ

下表以外は標仕表6.2.4及び標仕15.3.2による        (表6.2.4)(15.3.1)(15.3.2)

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ(ﾊﾟﾈﾙ構法)範囲

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ(溝構法)範囲

塗料塗りの場合も含む

   　　施 工 箇 所 　平たんさ（㎜） 　　　　　備　　考

1mにつき10以下

3mにつき 7以下

２ 仕上塗材仕上げ

・複層仕上塗材

・薄付け仕上塗材 ・外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｅ

・

・複層塗材ＣＥ 

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＳ

・

・

・

・砂壁状　・着色骨材砂壁状

　砂壁状じゅらく

上塗材

溶媒　　　※水系　　・溶剤系　　

樹脂　　　※ｱｸﾘﾙ系　・　　　

　　　　　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

防水形の増塗材　※行う

・ゆず肌　・凸部処理　※凹凸模様

耐候性　※３種　・２種　・１種

　　　　　・ﾒﾀﾘｯｸ

防火材料の指定　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。　　　(15.5.2)

　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(15.5.2)(表15.5.1)

　　　　仕上げの形状等　　種　　類

外観　　　※つやあり　・つやなし

　　　呼　び　名
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１ 見本の製作等 ・特殊な建具の仮組等（建具番号　　　　　　　　　　　　　）　　  　(16.1.4)

・Ｃ種

※Ｂ種

・Ａ種

施工箇所　種別

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

耐風圧性

※Ａ－３

・ ・

※Ｗ－４ ※７０

・

 気密性  水密性  枠見込み(mm)

　Ａ－４ 　Ｗ－５ 　１００

外部に面する建具の性能値等　　　　　　　　　  　(16.2.2)(16.2.4)(表16.2.1)

・　

※Ｂ-１種 無着色

・Ｂ-２種

・ 

※Ｃ-１種又はＢ-１種 無着色

・Ｃ-２種又はＢ-２種

標準色（※ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

標準色（※ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

外部建具

内部建具

施工箇所 　　　　　　 色　合　い　等　　　  種　別

表面処理   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (16.2.4)(表14.2.1)

　 を含む)

　形　　式　・外部可動式　・固定式　・図示

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能の適用　          　　　　(16.3.2)(16.3.6)(表16.3.1)

防虫網　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　(16.2.3)

　※適用する(適用箇所は建具表による)　　・適用しない

外部に面する建具の耐風圧性　　　　　　　　　　　　　　　(16.3.2)(表16.2.1)

　・ Ｓー４　　・ Ｓー５　　・ Ｓー６

鋼板類の厚さ（１枚の戸の有効間口幅950㎜又は有効高さ2,100㎜を超える場合)

出入口

戸

枠類

枠類 外部の下枠、水切り板　

外部に面するスイングドアの建具

中骨

区　分 使用箇所

　窓

　厚さ(㎜)

　　2.3

　　2.3

　　2.3

・図示

　※下表以外は表16.3.2による                            (16.3.4)(表16.3.2)

５ 鋼製建具

４ 網　戸

３ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

２ 防犯建物部品 ※適用する（適用部品及び適用位置は図示による）　 　　　　　　　　（16.1.6）
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　 (標準型鋼製軽量

　 建具を含む)

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能の適用　     　　    　 　(16.4.2)(16.4.6)(表16.3.1)

　・適用する（適用箇所は建具表による）

　・適用する（適用箇所は建具表による）

簡易気密型ﾄﾞｱｾｯﾄの性能の適用　　　　     　　　　　     (16.5.2)(表16.3.1)

　・ Ｓー４　　・ Ｓー５　　・ Ｓー６

外部に面する建具の耐風圧性 　　                         (16.5.2)(表16.2.1)

表面仕上げ　　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　　　　　　 　　　　　 　(16.5.4)

曲げ加工　　　※普通曲げ　　・角出し曲げ　　　　　 　　　　　　 　(16.5.5)

かまち戸の樹種　　かまち（　　   　）　鏡板（   　　　）　　    　(16.6.2)

ふすまの上張り　　※新鳥の子又はﾋﾞﾆﾙ紙程度　・鳥の子　    　　　(表16.6.3)

鍵札数量　　　　　・錠前１組に２枚とする　・錠前１組に　枚とする

マスターキー　　　※製作する（　　本）　　・製作しない　 　   　　(16.7.4)

　                                              (16.8.2)(16.8.3)(表16.8.3)

※ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ

・ｽｲﾝｸﾞﾄﾞｱ

・ﾏｯﾄｽｲｯﾁ　　  ・電子ﾏｯﾄｽｲｯﾁ　・ﾀｯﾁｽｲｯﾁ　　※光線ｽｲｯﾁ

・押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ ・多機能便所ｽｲｯﾁ

・音波ｽｲｯﾁ　 　・ﾍﾟﾀﾞﾙｽｲｯﾁ　　・熱線ｽｲｯﾁ　 ・光電ｽｲｯﾁ

　 開 閉 方 法 　　　　　　　　セ ン サ ー の 種 類

凍結防止措置　　※ 行わない　　・ 行う（　　　　　　）　　  　　　(16.8.3)

   引戸装置

外部に面するシャッターの耐風圧強度　(　　　　　　) N/㎡　        (16.10.2)

※適用する（適用建具及び適用位置は図示による）                   （16.9.1）

危害防止装置　　※ 障害物感知装置（自動閉鎖型）　      　　　　　(16.10.2)

一般重量シャッターのシャッターケース　※設ける　　・設けない  　 (16.10.2)

開閉機能　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　  (16.10.2)(表16.10.1)

外部に面するシャッターの耐風圧強度  (            ) N/㎡   　　 　(16.11.2)

開閉形式　　※手動式　・上部電動式（手動併用）       　　　　　　(16.11.2)

形状　※ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾌﾟ形　　      　　　　(16.11.4)

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ等　※鋼板製　・ｽﾃﾝﾚｽ製SUS304(厚さ1.5mm) 　　　　　　　(表16.11.2)

材質　※ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板又は鋼帯　・　　　　　(16.11.3)

スラット　　厚さ（㎜）　・0.5　・0.6　・0.8　・1.0　　　     　(表16.11.2)

ｼｬｯﾀｰｹｰｽ　　厚さ（mm）　・0.4　・0.8　・　 　 　　　　　　　　（表16.11.2）

                                                        (16.12.2)(16.12.3)

・ファイバーグラスタイプ

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ ・ﾁｪｰﾝ式

※ﾊﾞﾗﾝｽ式

・電動式

・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形

・ﾛｰﾍｯﾄﾞ形

・ﾊｲﾘﾌﾄ形

・ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

・溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板

※ｽﾃﾝﾚｽ鋼板(SUS304)

 開閉方式 　収納形式 　　ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ　　 セクション材料

耐風圧性能による区分　・５０　・７５　・１００　・１２５  　  　 (16.12.2)

下記以外は、建具表による　　                               　　　(16.13.2)

・合わせガラス

　特性による種類　　※ Ⅱ-1類

・強化ガラス

　　　材料板ｶﾞﾗｽによる種類

・型板ｶﾞﾗｽ

・ﾌﾛｰﾄ強化ｶﾞﾗｽ Ⅲ類（曲面はⅠ類）

　　　　　特性による種類

・熱線吸収網入り磨き板ｶﾞﾗｽ

　　　材料板ｶﾞﾗｽによる種類 　　　　　　 色　　調

・熱線吸収ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

・Ｅ４　　　・Ｅ５

　　　　　　品　　質　

・断熱複層ｶﾞﾗｽ

・日射熱遮へい複層ｶﾞﾗｽ

　　断熱性、日射遮へい性による区分

※Ｕ３－１　・Ｕ３－２

・複層ガラス

・熱線吸収板ガラス

・熱線反射板ガラス

※行わない

・行う

・ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

・熱線吸収ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

・強化ｶﾞﾗｽ

・倍強度ｶﾞﾗｽ

※熱線反射ｶﾞﾗｽ　　　

・内面

※内面　・外面

　　　品　　質

・高性能熱線反射ｶﾞﾗｽ

　 反射皮膜面  映像調整　材料板ｶﾞﾗｽの種類

・倍強度ガラス

※ﾌﾛｰﾄ倍強度ｶﾞﾗｽ　　　

・熱線吸収倍強度ｶﾞﾗｽ

　　　　　色　　調 材料板ｶﾞﾗｽによる種類の名称

・ﾌﾞﾙｰ　・ｸﾞﾚｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・ｸﾞﾘｰﾝ

・ｸﾞﾚｰ　・ﾌﾞﾙｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・　

ガラス留め材　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　    (16.13.2)(表9.6.1)

　　　　　　　　　材　　　種

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

アルミニウム製

鋼製及び軽量鋼製

ステンレス製

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材　　※ｶﾞｽｹｯﾄ（FIX部はｼｰﾘﾝｸﾞ材）

　　建具の種類

・金属複合板

　(窯業系ﾊﾟﾈﾙ)

・押出成形ｾﾒﾝﾄ板 ※Ⅰ類

・Ⅱ類

 ・ シルバー

 ・ カラー

 入隅部の増張り(S-F1、S-F2工法の場合)　※行わない　・行う(幅　　mm程度)

　 　　　　　　　　　　　　　　       　　(9.5.2)(9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)

       備　考

仕上塗料塗り

・シルバー　・カラー

１ 長尺金属板葺

防腐・防蟻処理の方法

防蟻処理　・行う(適用範囲　　　　　　　　　　　　 　　　）　    　(12.2.9)

防腐処理　※行う(適用範囲　※標仕12.2.8(c)による　・図示)　　   　(12.2.8)５ 防腐・防蟻処理

４ 接着剤

・化粧ばり造作用集成材

・造作用集成材

・構造用集成材

※集成材

３ 集 成 材

　・設ける

設置数量　※製造所指定数量　・(      ㎡当たり１箇所)

材質　　　※製造所標準仕様　・(             )

掃除口　　　　　　・有り　　・無し

材 種　　　　　　 ※配管用鋼管　・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 　     (13.5.2)(表13.5.1)

　　　　　　　　　・ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発泡三層管

 ・行う　 　※簡易接着性試験　・引張接着性試験(施工部位　　　　　　)

　防腐･防蟻処理は、ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ等を含有しない非有機ﾘﾝ系の表面処理用木材保存剤

　とし、種類及び品質等が確認できる資料を監督員に提出し承諾を受ける。

　工場における加圧式とし、十分に乾燥を行う。

　ただし、現場における加工が生じた場合には、加工した箇所に対し、現場にて

　表面処理用木材保存剤を塗布することとする。

６ 鋼製軽量建具

７ ステンレス製建具

８ 木製建具

９ 建具用金物

10 自動ﾄﾞｱ開閉装置

11 自閉式上吊り

12 重量シャッター

13 軽量シャッター

14 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ

15 ガラス

16 ガラス留め材

　野　縁

　網の種別　※合成樹脂製　・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製　・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS316)製

　 (標準型鋼製建具

　ただし、防火区画等に用いる場合は建築基準法に基づく規定に定められた

もの又は認定を受けた条件による。

　　　　　下地材の間隔（㎜）

保存処理木材の適用箇所　※12.5.1(b)による

年月日

図名

縮　尺 図面番号

工事名

・ＡＳ－２

・Ｓ－Ｆ２

・標仕表12.2.3による            　                                (12.2.1)

・市販品

特記仕様書（２）新潟市建築設計協同組合 担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

山高(170）山ﾋﾟｯﾁ(400)　板厚　※ 0.6　　・ 0.8

A-3

便所

※防水工事は、新潟市防水工事業協会員の施工の場合、防水施工業者、請負者、新潟市防水工事業協会

及び新潟県防水工事業協同組合との４者連名の保証書を提出する。

協会員以外で新潟県防水工事業協同組合員の施工の場合、防水施工業者、請負者及び新潟県防水業協同組合

との３者連名の保証書を提出する。
新潟県防水工事業協同組合員以外の施工で、市が認めた場合は、防水施工業者、請負者及び製造所との
３者連名の保証書を提出する。

新潟市建築部公共建築第１課

ｻｯｼ周り、外壁取合い部 MS-2

･瓦棒ぶき･芯木なし

太田小学校屋内体育館耐震補強工事

2009.3

便所 75角

25角

２ 壁タイル張り工法

・



６  ト イ レ ブ ー ス

10

下 記 の 積 雪 量 を こ え る と き は

雪 下 ろ し が 必 要 で す

施 　 工 　 者

竣 工 年 月 日

・  

注 (2 )

材 種 　 　 ※ 塩 化 ﾋﾞ ﾆ ｰ ﾙ製 　  　 ・ ｱｸ ﾘ ﾙ樹 脂 製 　 ・ 　

寸 法 　 　 ※ 26 0× 8 0× 5　   　 ・ 　

受 金 具 　 ・ ｽﾃ ﾝ ﾚ ｽ ( S U S 3 0 4 )  　 ・ 　

形 式 　 　 ・ 突 出 型 　 　 ケ 所 　 ・ 面 付 型 　 　 ケ 所 　 ※ 文 字 書 込 み 　 ・ 文 字 彫 込 み

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

工

事

16
　

建

　

具

　

工

　

事

　 厚 さ　 呼 び 寸 法 　 　 色 　 調  パ タ ー ン  防 火 性 能

※ 無 し

・ 　

 耐 火 性 能

※ 無 し

・ 　・ 　

※ ク リ ア

　     寸  法 (m m )         表  面  形  状         性  能  等

・ 　

　 壁 用 金 属 枠 及 び 補 強 材

・ 　

※ ア ル ミ ニ ウ ム 製

壁 用 金 属 枠 の 種 類 　 　 　 　 　 　 　 規 格 及 び 補 強 材 等

・ 標 仕 16 . 2 . 3の ｱ ﾙ ﾐ ﾆ ｳ ﾑ製 建 具 の 材 料 に よ る

　 シ ー リ ン グ 材 料

　 化 粧 目 地 モ ル タ ル の 色 　 ※ モ ル タ ル 色 　 　 ・ 　

下 記 以 外 は 標 仕 表 9. 6 . 1に よ る     　 　 　        　 ( 1 6 . 1 3 . 5 ) ( 9 . 6 . 2 ) (表 9 . 6 . 1 )

主 成 分 に よ る 区 分 耐 久 性 に よ る 区 分記 号

　 　 　 　 　 　 シ ー リ ン グ 材 の 種 別

　 た だ し 、 防 火 区 画 等 に 用 い る 場 合 は 建 築 基 準 法 に 基 づ く 規 定 に 定 め ら れ た も の

又 は 、 認 定 を 受 け た 条 件 に よ る 。

18
　

塗

　

装

　

工

　

事

１  材 料

２  素 地 ご し ら え せ っ こ う ﾎﾞ ｰ ﾄ ﾞ及 び そ の 他 の ﾎﾞ ｰ ﾄ ﾞ面 の 継 ぎ 目 処 理 工 法 の 場 合 　 (1 8 . 2 . 7 ) (表 1 8 . 2 . 7 )

　 種 別 　 ※ Ｂ 種 　 ・ Ａ 種 （ 施 工 箇 所 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※ 日 本 塗 装 工 業 会 の 会 員 　 　 ・ 監 督 員 の 承 諾 す る 業 者

19
　

内

　

装

　

工

　

事

１  接 着 剤

※ 発 泡 層 の な い も の

・ 発 泡 層 の あ る も の

　 　 　 　・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ( 1 9 . 2 . 2 )

※ 無 地 　 ・ ﾏｰ ﾌ ﾞ ﾙ柄※ Ｎ Ｃ 　 ・  

※ 柄 物 　 ・ 無 地

　 　 色 　 　 　 柄　 　 　 種 　 　 類

※ 2. 5

　 　 厚 さ (m m )　  J I Sの 記 号

・

・

　 　 　 　

４  誘 導 用 、

　  注 意 喚 起 用 床 材

・ ﾎﾓ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ｽ ﾋ ﾞ ﾆ ﾙ床 ﾀ ｲ ﾙ

※ ｺ ﾝ ﾎ ﾟ ｼ ﾞ ｼ ｮ ﾝ ﾋ ﾞ ﾆ ﾙ床 ﾀ ｲ ﾙ (半 硬 質 )

・ ｺﾝ ﾎ ﾟ ｼ ﾞ ｼ ｮ ﾝ ﾋ ﾞ ﾆ ﾙ床 ﾀ ｲ ﾙ (軟 　 質 )

Ｃ Ｔ

Ｃ Ｔ Ｓ

Ｈ Ｔ

・

・

※ 2. 0

厚 さ (m m ) 　 　 　 備 　 　 考 J I Sの 記 号　 　 　 　 　 種 　 　 　 　 類

・ 置 敷 き ﾋﾞ ﾆ ﾙ床 ﾀ ｲ ﾙ Ｈ Ｔ Ｌ ・ 　

視 覚 障 害 者 用 ﾀｲ ﾙ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ( 1 9 . 2 . 2 )

適 用 箇 所

・ 塩 化 ﾋﾞ ﾆ ﾙ系

・ ﾚｼ ﾞ ﾝ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ系

・ 磁 器 又 は せ っ 器 ﾀｲ ﾙ

・ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ系

・ 磁 器 又 は せ っ 器 ﾀｲ ﾙ

※ 3 0 0× 3 0 0

※ 3 0 0× 3 0 0

・

・

ﾌﾞ ﾛ ｯ ｸ ﾊ ﾟ ﾀ ｰ ﾝ

に よ る

色 彩 は 黄 色 と

す る

 屋 　 外

 屋 　 内

※ 30 0× 3 0 0× 6 0  ・ 3 0 0× 3 0 0× 3 0

J I S  T  9 2 5 1

　 　 　  種 　 類 　 　 形 　 状　 　 　 　 寸 　 法  (㎜ )

高 さ (m m )　 　 ※ ６ ０ 　 ・ ７ ５ 　 　 ・ １ ０ ０       　 　 　 　  　 　 　 　 　  　 ( 1 9 . 2 . 2 )

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　  　 ( 1 9 . 2 . 2 )

・ ｺ ﾝ ﾎ ﾟ ｼ ﾞ ｼ ｮ ﾝ ﾋ ﾞ ﾆ ﾙ床 ﾀ ｲ ﾙ

・ ﾎ ﾓ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ｽ ﾋ ﾞ ﾆ ﾙ床 ﾀ ｲ ﾙ

・

・

　 　 　 　 　 　 性 　 　 能　 厚  さ (m m )　 　 　  種 　 　 類

※ 2. 0　 ・ 　

※ 4. 0又 は 4 . 5

・ 　

・ 　

1. 0× 1 0
９

1 . 0× 1 0

Ω 以 下 、  又 は 、

体 積 抵 抗 値 (J I S  K  6 9 1 1に よ る )

漏 洩 抵 抗 値 (J I S  A  1 4 5 4に よ る )

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ( 1 9 . 2 . 2 )

工 法 　 　 ※ 熱 溶 接 工 法 　 ・ 突 付 け （ 施 工 箇 所 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ） 　  　 ( 1 9 . 2 . 3 )

６  帯 電 防 止 床 ﾀｲ ﾙ張 り

５  ビ ニ ル 幅 木

・ ｶｯ ﾄ ､ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ併 用 　 ・ 　

     織  り  方

・ ｶ ｯ ﾄ ﾊ ﾟ ｲ ﾙ

・ ﾏ ﾙ ﾁ ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ

・ ﾚ ﾍ ﾞ ﾙ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ ﾊ ﾟ ｲ ﾙ

・ ｶ ｯ ﾄ ､ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ併 用

※ 5. 0～ 7 . 0　 ・ 　

・

※ 4. 0～ 6 . 0　 ・ 　

※ 4. 0 　 ・

   帯  電  性　 　  工 　 法　 　 　 ﾊﾟ ｲ ﾙ長 ( m m )　 　 ﾊﾟ ｲ ﾙ形 状

・ タ フ テ ッ ド カ ー ペ ッ ト 　 　 　 　 　 　             　 ( 1 9 . 3 . 3 ) ( 1 9 . 3 . 4 ) (表 1 9 . 3 . 2 )

・ タ イ ル カ ー ペ ッ ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　                     　 ( 1 9 . 3 . 3 )

※ 第 一 種  

・

※ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ ﾊ ﾟ ｲ ﾙ

・ ｶ ｯ ﾄ ﾊ ﾟ ｲ ﾙ
9

　  種 　 別 　  ﾊ ﾟ ｲ ﾙ形 状

19
　

内

　

装

　

工

　

事

８  合 成 樹 脂 塗 り 床 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　  ( 1 9 . 4 . 2 ) (表 1 9 . 4 . 1～ 表 19 . 4 . 7 )

・ 弾 性 ウ レ タ ン 塗 り 床 材

・ エ ポ キ シ 樹 脂 塗 り 床 材

・ 防 滑 仕 上 げ

               仕  上  げ  の  種  類　 　 　 　 種 　 　 別

・ 樹 脂 モ ル タ ル 仕 上 げ （ ※ 平 滑 　 ・ 防 滑 ）

・ 厚 膜 流 し 展 べ 仕 上 げ （ ※ 平 滑 　 ・ 防 滑 ）

※ 薄 膜 流 し 展 べ 仕 上 げ

※ 平 滑 仕 上 　 ・ 防 滑 仕 上 　 ・ つ や 消 し 仕 上 げ 　 　  

９  床 用 塗 料 塗 り

塗 布 量 　 　 ﾌﾟ ﾗ ｲ ﾏ ｰ塗 の う え 主 剤 2回 塗 り と し 、 総 塗 布 量 は 0. 5 K g /㎡ 以 上 と す る 。

材 　 質 　 　 ｳﾚ ﾀ ﾝ樹 脂 系 塗 料 　 (※ 標 準 色 　 ・ 　 　 　 )

仕 上 種 別 　 ※ 平 滑 仕 上 げ 　 ・ 防 滑 仕 上 げ

仕 上 種 別 　 ｺｰ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ ( ﾛ ｰ ﾗ ｰ刷 毛 塗 り )

塗 布 量 　 　 主 剤 2回 り と し 、 総 塗 布 量 は 0. 2 5 K g /㎡ 以 上 と す る 。

材 　 質 　 　 水 性 ｱｸ ﾘ ﾙ系 塗 料 　 (※ 標 準 色 　 ・ 　 　 　 )

・ ﾌﾛ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ﾎ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ

・ ﾌ ﾛ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ

・ 天 然 木 化 粧 複 合

　 ﾌﾛ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ

・ 

・ な ら

・

・ な ら

・

・

・

・・

・

・

※ 15

・

・

・

・ 接 着 工 法

※ 15

※ C種

・ 釘 留 め 工 法

・ ﾓﾙ ﾀ ﾙ埋 込 工 法

・ 接 着 工 法

・ 接 着 工 法

・

・ 塗 装 品

・ 無 塗 装 品

・

・

※ 塗 装 品

・ 無 塗 装 品

・

　 　  品 　 　 名  樹 　 種  等 　 級  板 　 厚 　 　 工 　 法 　 仕 上 塗 装

※ 釘 留 め 工 法

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1 9 . 6 . 2 ) (表 1 9 . 6 . 1 )

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　     　 ( 1 9 . 5 . 2～ 1 9 . 5 . 7 ) (表 1 9 . 5 . 1～ 表 19 . 5 . 4 )

ﾎ ﾟ ﾘ ｽ ﾁ ﾚ ﾝ ﾌ ｫ ｰ ﾑ床 下 地

標 仕 表 12 . 5 . 1に よ る 床 組 ・ Ａ 種 　 ・ Ｂ 種 　 ・ Ｃ 種 　 ・ Ｄ 種 (※ KT -Ⅲ ・ 　 　 )

・ Ｃ 種 　 ・ Ｄ 種 (※ K T -Ⅲ ・ 　 　 )

　 　 　 適  用  箇  所                畳 　 の 　 種 　 別

12  畳 敷 き

1 1  フ ロ ー リ ン グ 張 り

10  防 塵 用 塗 料 塗 り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 (1 9 . 7 . 2 ) (表 1 9 . 7 . 1 )1 3  せ っ こ う ボ ー ド

   そ の 他 の ボ ー ド 張 り

・ 硬 質 木 毛 ｾﾒ ﾝ ﾄ板

・ 普 通 木 毛 ｾﾒ ﾝ ﾄ板

・ け い 酸 ｶﾙ ｼ ｳ ﾑ板

・ ﾛｯ ｸ ｳ ｰ ﾙ化 粧 吸 音 板

・ せ っ こ う ﾎﾞ ｰ ﾄ ﾞ

・ 不 燃 積 層 せ っ こ う ﾎﾞ ｰ ﾄ ﾞ

・ ｼ ｰ ｼ ﾞ ﾝ ｸ ﾞせ っ こ う ﾎﾞ ｰ ﾄ ﾞ

・ 強 化 せ っ こ う ﾎﾞ ｰ ﾄ ﾞ

・ 難 燃 合 板

・

Ｈ Ｗ

０ .８ Ｆ Ｋ

Ｄ Ｒ

Ｇ Ｂ － Ｒ

Ｇ Ｂ － Ｎ Ｃ

Ｇ Ｂ － Ｓ

 J I Sの 記 号　 　 　 　 種 　 　 類 　 　 　 　 　 厚 さ (m m )・ 規 格 等

・ 9. 5（ 準 不 燃 ） 　 ・ 12 . 5（ 準 不 燃 ）

　 9. 5 (不 燃 )　 化 粧 無 (下 地 張 り 用 )

　 　 　 　 　  　 化 粧 有 (ﾄ ﾗ ﾊ ﾞ ｰ ﾁ ﾝ模 様 )

・ 15　 ・ 2 0　 ・ 25

・ 15　 ・ 2 0　 ・ 25

※ ﾌﾗ ｯ ﾄ ﾀ ｲ ﾌ ﾟ (※ 9 . 0　 ・ 12 . 0　 ・ 　 　 　 )

・ 凹 凸 ﾀｲ ﾌ ﾟ (※ 1 2 . 0　 ・ 1 5 . 0 )　 ( (個 )不 燃 )

・ 9. 5（ 準 不 燃 ） 　 ・ 12 . 5（ 不 燃 ）

・ 12 . 5（ 不 燃 ） 　  ・ 15 . 0（ 不 燃 ）

軽 量 鉄 骨 下 地 ﾎﾞ ｰ ﾄ ﾞ遮 音 壁 の 遮 音 ｼｰ ﾙ材 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1 9 . 7 . 2 ) (表 9 . 6 . 1 )

　 ※ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

・ せ っ こ う ボ ー ド の 目 地 処 理                                       (表 1 9 . 7 . 5 )

・ 継 目 処 理 工 法

・ 突 付 け 工 法

・ 目 透 し 工 法

目 地 処 理 の 処 理 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 施 　 工 　 箇 　 所

14  吸 音 材 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (表 19 . 7 . 1 )

・ ﾛ ｯ ｸ ｳ ｰ ﾙ吸 音 ﾎ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ 1号 Ｒ Ｗ － Ｂ

Ｇ Ｗ － Ｂ

※ 25　 ・ 　

※ 25　 ・ 　

　 　 　 　 　 種 　 　 　 類 　 　 記 　 号 　 厚 さ (m m )

1 5  壁 紙 張 り                                                                   ( 1 9 . 8 . 2 )

紙 製 織 物 ﾋ ﾞ ﾆ ﾙ 化 学 繊 維 無 機 質

　 　 　 　 壁  紙  の  種  類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※ 不 燃 ・ 準 不 燃 ・ 難 燃

※ 不 燃 ・ 準 不 燃 ・ 難 燃

※ 不 燃 ・ 準 不 燃 ・ 難 燃

  施 工 箇 所  備 　 考   防 火 性 能 の 級 別

素 地 ご し ら え                          ( 1 9 . 8 . 3 ) (表 1 8 . 2 . 4 ) (表 1 8 . 2 5 ) (表 1 8 . 2 . 7 )

　 せ っ こ う ﾎﾞ ｰ ﾄ ﾞ面 　  ※ Ｂ 種 　 　 ・ Ａ 種 （ 施 工 箇 所 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ﾓﾙ ﾀ ﾙ ､ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ面 　 　  ※ Ｂ 種 　 　 ・ Ａ 種 （ 施 工 箇 所 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

16  断 熱 材 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　    　 　発 泡 剤 に よ る 種 別 　 ※ Ａ 種 （ 現 場 発 泡 の 場 合 は Ａ 種 １ ）         ( 1 9 . 9 . 2 ) ( 1 9 . 9 . 3 )

※ 一 般 部

厚 さ (m m )

※ 2 5

・

※ 2種 b

　 ﾎﾟ ﾘ ｽ ﾁ ﾚ ﾝ ﾌ ｫ ｰ ﾑ

　 保 温 板 ※ 3種 b ※ 接 地 部 分

・ ・

※ 25

・ 押 出 法

・ 現 場 発 泡 断 熱 材

・ 断 熱 材 兼 用 型 枠

※ 断 熱 材 補 修 部 分

・ 一 般 部

・

・

・ 壁 (図 示 の 範 囲 )

　 －

※ 15

・

※ 40以 下 断 熱 抵 抗

=厚 さ /熱 伝 導 率

=0 . 6 7 6以 上

・

(t ･㎡ ･ k l / w )

( ｽ ｷ ﾝ層 付 け )

製 造 所 　 建 設 技 術 評 価 ｢建 築 物 の 断 熱 材 兼 用 型 枠 工 法

　 　 　 　 の 開 発 ｣に お い て 、 評 価 を 取 得 し た も の

　 　 施 工 箇 所 　 　 　 品  質  等　 　  　 　 種 　 　 類

難 燃 性 を 有 す る も の

20 １  基 本 要 求 品 質                                                                   ( 2 0 . 1 . 2 )

製 品 を 構 成 す る 材 料 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド の 放 散 量 は Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ を 基 本 と す る 。 な お

該 当 す る 材 料 等 が な い 場 合 に お い て 、 Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ 以 外 の 材 料 等 を 使 用 す る 場 合 は 監

督 員 の 承 諾 を 受 け る こ と 。

　 特 記 以 外 の 建 物 内 部 に 使 用 す る ユ ニ ッ ト 及 び そ の 他 工 事 の 既 製 品 等 の 品 質 、 又 は

20
　

ユ

　

ニ

　

ッ

　

ト

　

及

　

び

　

そ

　

の

　

他

　

工

　

事

２  耐 震 ス リ ッ ト

　

　　

３  ﾌ ﾘ ｰ ｱ ｸ ｾ ｽ ﾌ ﾛ ｱ

・ 水 平 方 向

・ 垂 直 方 向

　 　 方 　 向

※ 完 全 (全 貫 通 型 )ｽ ﾘ ｯ ﾄ ・ 耐 火 型

・ 無 し

　 　  表  面  仕  上  げ 　  耐 火 性 能  防 水 性 能

・ 有 り

※ 20× 10

※ 20× 10

ｼ ｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ材 （ 見 え 掛 か り の み ）

ｼｰ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ材 （ 内 外 と も ）

内 壁 （ 幅 × 深 さ ）

外 壁 （ 幅 × 深 さ ）

　 　 　  　 目 　 地 　 材 　 目 地 寸 法 (㎜ )

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 (2 0 . 2 . 2 )

・ 溝 構 法 　

・ ﾊﾟ ﾈ ﾙ構 法

・ 溝 構 法 　

・ ﾊﾟ ﾈ ﾙ構 法 ・ 　

※ 50未 満

・ 　

※ 50未 満

・ 1 . 0 G

・ 0 . 6 G

・ 1 . 0 G

・ 0 . 6 G

・ 5 , 0 0 0 N

・ 3 , 0 0 0 N

・ 3 , 0 0 0 N

・ 5 , 0 0 0 N

・ 帯 電 防 止 床 ﾀｲ ﾙ

・ ﾀ ｲ ﾙ ｶ ｰ ｯ ﾍ ﾟ ﾄ

・ 帯 電 防 止 床 ﾀｲ ﾙ

・ ﾀ ｲ ﾙ ｶ ｰ ｯ ﾍ ﾟ ﾄ

耐 荷 重 性 能
施 工 箇 所 　 構 　 法

  仕 上 り 高

(m m )

 適 用 地 震 時

 水 平 力

表 面 仕 上 げ 材

注 1： 耐 荷 重 性 能 5, 0 0 0 Nに つ い て は 、 国 土 交 通 省 の 建 設 技 術 評 価 「 耐 震 型 ﾌﾘ ｰ ｱ ｸ ｾ ｽ

     ﾌ ﾛ ｱの 開 発 」 に お い て 評 価 を 取 得 し た も の 又 は 同 等 の も の と す る 。

注 2： 表 面 仕 上 げ 材 の 品 質 ・ 規 格 等 は 、 19章 内 装 工 事 に よ る 。

ｽﾛ ｰ ﾌ ﾟ及 び ﾎﾞ ｰ ﾀ ﾞ ｰ

ｺ ﾝ ｾ ﾝ ﾄ等 の 取 付 け 対 応

　 ｺﾝ ｾ ﾝ ﾄの 箇 所 数 　 ※ 10～ 1 5㎡ に 1箇 所 程 度

配 線 用 取 出 し ﾊﾟ ﾈ ﾙ

　 ﾌ ﾘ ｰ ｱ ｸ ｾ ｽ ﾌ ﾛ ｱ全 体 面 積 に 対 す る 設 置 割 合 　 ※ 20～ 30 %

　 配 線 取 り 出 し 開 口 　 ※ 40㎜ × 80㎜ 程 度 の 開 口

空 調 用 吹 き 出 し ﾊﾟ ﾈ ﾙ

  ※ 無 し

　 ・ 有 り （ ※ 固 定 式 　 ・ 可 変 式 　 　 ： 施 工 箇 所 は 図 示 ）

注 (1 )

　 ・ 図 示

　 ※ 製 造 所 の 標 準 仕 様 （ た だ し 、 構 成 材 は 標 仕 20 . 2 . 2 ( a ) ( 2 )に よ る ）

４ 　 可 動 間 仕 切 り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (2 0 . 2 . 3 )

ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ部 の

総 厚 さ (m m )

※ ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ式 ・ 　 ※ 鋼 板

(※ 0. 6　 ・ 0. 8 )

※ ﾒ ﾗ ﾐ ﾝ樹 脂 又 は

ｱｸ ﾘ ﾙ樹 脂 焼 き 付 け

・ 有 り

・ ｽﾀ ｯ ﾄ ﾞ式

・ ｽﾀ ｯ ﾄ ﾞ ﾊ ﾟ ﾈ ﾙ式

不 燃 材 料 の 認 定 　 　 ・ 有 り

　  構 造 形 式
　  表 面 材 種

   厚 さ (m m )
     仕  上  げ

   遮  音  性

(J I Sに よ る 記 号 )

・  　 ・ 　

５  移 動 間 仕 切 り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (2 0 . 2 . 4 )

・ 遮 音 ﾀｲ ﾌ (゚注 1 )

厚 さ (m m )

※ 鋼 板 ・ 焼 付 け 塗 装

・ 焼 付 け 塗 装※ 鋼 板

・ 手 動 式 　 ・ 電 動 式

・ 部 分 電 動 式

・ 手 動 式 　 ・ 電 動 式

・ 部 分 電 動 式

　 　 　 操 作 方 法  表 面 仕 上 げ 表 面 材遮 音 性 能 に よ る 区 分

・ 一 般 ﾀｲ ﾌ ﾟ

注 1： JI S  A  1 4 1 6に よ る 試 験 方 法 に お い て 、 中 心 周 波 数 50 0 H zの 音 の 透 過 損 失 が 36 d B

　 　  以 上 の 性 能 を 有 す る も の と す る 。

注 2： 表 面 仕 上 げ の 壁 紙 張 り の 品 質 は １ ９ 章 内 装 工 事  １ ５ 壁 紙 張 り に よ る 。

パ ネ ル 圧 接 装 置 操 作 方 法 　 　 ※ 製 造 所 標 準 仕 様 　 　 ・  

表 面 仕 上 げ 材 　 ・ ﾒﾗ ﾐ ﾝ樹 脂 系 化 粧 板 （ 標 準 色 　 ｱﾙ ﾐ製 ｺ ｰ ﾅ ｰ ｴ ｯ ｼ ﾞ付 き ） 　  　 (2 0 . 2 . 5 )

脚 部 　 　 　   　 ※ 幅 木 ﾀｲ ﾌ ﾟ　 　 ・ 支 柱 ﾀｲ ﾌ ﾟ

７  階 段 滑 止 め

形 　 状 　 　 ※ ﾋﾞ ﾆ ﾙ ﾀ ｲ ﾔ入 り 　

　 　 　 　 　 　 両 端 ﾌﾗ ｯ ﾄ ｴ ﾝ ﾄ ﾞ　 ※ 有 り （ ｽﾃ ﾝ ﾚ ｽ製 　 ※ ﾋﾞ ﾆ ﾙ製 )　 ・  無 し

　 　 　 　 　 ・ ﾋﾞ ﾆ ﾙ ﾀ ｲ ﾔ無 し

材 　 種 　 　 ※ ｽﾃ ﾝ ﾚ ｽ ( S U S 3 0 4 )　 ・ ｱﾙ ﾐ          　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 (2 0 . 2 . 6 )

幅 ( m m )　 　 ・ 30　 ・ 35　 ・ 40　 ・ 　 　

取 付 け 方 法 　 ※ 接 着 工 法 　 　 ・  埋 め 込 み 工 法

８  階 段 手 す り

・ ビ ニ ル 製 手 す り (幅 　 約 4 0㎜ )

※ 集 成 材 ｸﾘ ｱ ﾗ ｯ ｶ ｰ仕 上 げ (市 販 品 )

　 径 　 ・ 38 m m　 ・ 45㎜ 　 ・ 60㎜ 　

　 　 　 　 　 　 種 　 　 別 　 　 　 　 　 　 　 施  工  箇  所

　  ホ ワ イ ト ボ ー ド

９  黒 板 及 び 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　  　 (2 0 . 2 . 8 )

・ 黒 板 ※ 焼 付 け

・ ﾎﾜ ｲ ﾄ ﾎ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ ※ ほ う ろ う

※ 平 面 　 ・ 曲 面 　 ・ ｽｸ ﾘ ｰ ﾝ付 引 分

※ 平 面 　 ・ 曲 面 　 ・ ｽｸ ﾘ ｰ ﾝ付 引 分

　 　 　 　 　 　 備 　 　 考　  寸 法 (㎜ )　 　 　 　 種 　 　 類

10  ブ ラ イ ン ド 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 (2 0 . 2 . 1 2 )

※ 横 形

・ 縦 形

・ 操 作 棒 式

※ ｷﾞ ｱ式 　 ・ ｺｰ ﾄ ﾞ式 ※ ｱﾙ ﾐ ﾆ ｳ ﾑ合 金

・

・ ｱﾙ ﾐ ｽ ﾗ ｯ ﾄ

・ ｸ ﾛ ｽ ｽ ﾗ ｯ ﾄ

※ 2 5

・ 1 0 0

・ 8 0

 形 　 式 　 　 　 種 　 　 類 　  ｽ ﾗ ｯ ﾄの 材 質 　 ｽﾗ ｯ ﾄの 幅 (m m )

・ 1本 操 作 ｺｰ ﾄ ﾞ

※ 2本 操 作 ｺｰ ﾄ ﾞ

1 1  ﾌ ﾞ ﾗ ｲ ﾝ ﾄ ﾞ ﾎ ﾞ ｯ ｸ ｽ

   及 び ｶ ｰ ﾃ ﾝ ﾎ ﾞ ｯ ｸ ｽ

※ 市 販 品 （ ｱﾙ ﾐ ﾆ ｳ ﾑ製 　 押 出 し 型 材 ）

・ 縦 形 ﾌﾞ ﾗ ｲ ﾝ ﾄ ﾞ

・ ｶ ｰ ﾃ ﾝ（ 又 は ﾚ ｰ ｽ共 ）

・ ｶｰ ﾃ ﾝ＋ 横 形 ﾌ ﾞ ﾗ ｲ ﾝ ﾄ ﾞ

※ 9 0× 1 5 0　 　 ・ 1 2 0× 1 5 0　 　 ・ 　

※ 12 0× 8 0　 　 ・ 1 5 0× 8 0　 　  ・ 　

※ 15 0× 8 0　 　 ・ 1 8 0× 8 0　 　  ・ 　

※ 18 0× 1 5 0　  ・ 　

　 　 　 　 　 溝 幅 × 深 さ （ ㎜ ）　 　 使  用  区  分

・ 横 形 ﾌﾞ ﾗ ｲ ﾝ ﾄ ﾞ

・ 図 示

色 彩 　 　 ・ Ｂ － １ 　 ・ Ｂ － ２ （ ・ ﾌﾞ ﾗ ｳ ﾝ系 　 ・ ﾌﾞ ﾗ ｯ ｸ　 ・ ｽﾃ ﾝ ｶ ﾗ ｰ）

2 0 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (2 0 . 2 . 1 3 )1 2  ロ ー ル ス ク リ ー ン

操 作 方 法

・ ﾌﾟ ﾙ ｺ ｰ ﾄ ﾞ式 ( ｽ ﾄ ｯ ﾊ ﾟ ｰ付 き )

・ ﾜﾝ ﾀ ｯ ﾁ ﾁ ｪ ｰ ﾝ式

・ 電 動 式

・ ﾁｪ ｰ ﾝ式 　

・ 無 地

・ 柄 物

・ 遮 光 ﾀｲ ﾌ ﾟ

 ｽ ｸ ﾘ ｰ ﾝの 種 類 　 　 　 　 　 品 　 質 　 等

13  カ ー テ ン 及 び

　  カ ー テ ン レ ー ル
名 称 ・ 品 質 ひ だ の 種 類 備 　 考

カ ー テ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 (2 0 . 2 . 1 4 )

施 工 箇 所
片 引 引 分 電 動 ひ も 引 手 引

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

カ ー テ ン レ ー ル                                                    ( 2 0 . 2 . 1 4 )

　 1組 の 本 数 　 　 ・  ｼ ﾝ ｸ ﾞ ﾙ　  ・  ﾀ ﾞ ﾌ ﾞ ﾙ　  ・  図 示

　 形 式 　 ・ 片 引 き 　 ・ 引 分 け （ ※ 暗 幕 用 は 30 0 m m以 上 の 召 合 せ の 重 ね 掛 け と す る ）

　 材 種 　 ※ ｱﾙ ﾐ ﾆ ｳ ﾑ製 　 ・ ｽ ﾃ ﾝ ﾚ ｽ製

※ 45 0× 4 5 0

・ 6 0 0× 6 0 0

 目 地 形 状

・ 目 地 ﾀｲ ﾌ ﾟ

　 　 　 　 適  用  箇  所

下 記 以 外 全 て

※ 図 示

・ 天 井 仕 上 げ 材 が DRの 範 囲

　 寸 法 （ ㎜ ）

ﾚｰ ﾙ　 　 　  　 材   質  　 ｱﾙ ﾐ ﾆ ｳ ﾑ製 ( ｼ ﾙ ﾊ ﾞ ｰ )1 4  ピ ク チ ャ ー レ ー ル

　 　 　 　 　 　 形   式 　  先 付 け 天 井 埋 込 型 (見 切 縁 兼 用 )

ﾗ ﾝ ﾅ ｰ　 　 　   材   質 　  本 体 ： 真 鍮 製 　 ﾌｯ ｸ： ｽ ﾃ ﾝ ﾚ ｽ製 (可 動 式 )

　 　 　 　 　 　 耐 荷 重 　  2 5 k g程 度 ／ 個

　 　 　 　 　 　 個   数 　  ２ 個 ／ ﾚｰ ﾙ１ m

※ ｱﾙ ﾐ製

・ ｽﾃ ﾝ ﾚ ｽ製

※ ｱ ﾙ ﾐ　 ・ ｽﾃ ﾝ ﾚ ｽ　 ・ 黄 銅 下 記 以 外 全 て ※ 60 0× 6 0 0

・

1 5  天 井 点 検 口

・ 額 縁 ﾀｲ ﾌ ﾟ

　 　 　 目 地 の 材 質 本 体 の 材 質 　  適 用 箇 所 　 寸 法 （ ㎜ ）

16  床 点 検 口

17  積 雪 表 示 板

　 寸 法 　 １ ８ ０ × １ ６ ０ × ５

　 取 付 け 場 所 （ ・ 図 示 　 　 ・ 監 督 員 の 指 示 に よ る 　 ）

※ 塩 化 ﾋ ﾞ ﾆ ﾙ製 （ 白 ） 、 ｽ ﾃ ﾝ ﾚ ｽ ﾅ ｯ ﾄ ( 1 0 m m )４ 本 詰 め 、 文 字 入 れ 共 　

１
６

０
m
m

１ ８ ０ mm

設  計  積  雪  量

設 計 積 雪 量

設 　 計 　 者

○ ． ○ ｍ

○ ○ 建 設 株 式 会 社

株 式 会 社 ○ ○ 設 計 事 務 所

平 成 ○ ○ 年 ○ ○ 月

18  室 名 札

19  か ぎ 箱

20  く つ ふ き マ ッ ト

21  流 し 台 ユ ニ ッ ト

市 販 品

形 　 式 　 ・ 30組 用 　 ・ 60組 用 　 ・ 12 0組 用 　 ・ 　

市 販 品

材 　 質 　 ・ 塩 化 ﾋﾞ ﾆ ﾙ製 ( ｺ ｲ ﾙ状 　 ｽﾃ ﾝ ﾚ ｽ製 受 枠 )

　 　 　 　 ・ ﾋﾞ ﾆ ﾙ製 ( ｽ ﾃ ﾝ ﾚ ｽ製 受 枠 )

　 　 　 　 ・ 硬 質 ｱﾙ ﾐ ﾆ ｳ ﾑ製 （ 受 枠 と も ）

　 　 　 　 ・ ｽﾃ ﾝ ﾚ ｽ製 （ 受 枠 と も ）

・ 流 し 台

・ ｺﾝ ﾛ台

・ つ り 戸 棚

・ 水 切 り 棚

※ 12 0 0　 ・ 1 5 0 0　 ・ 1 8 0 0

※ 6 0 0  　 ・ 7 0 0  　 ・ 　

※ 1 2 0 0　 ・ 9 0 0  　 ・ 6 0 0

※ 1 2 0 0　 ・ 9 0 0

ﾎ ﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞの 放 散 量 　 　 　 ※ 規 制 対 象 外 　 　 ・ 第 三 種

(ｾ ｸ ｼ ｮ ﾅ ﾙ ｷ ｯ ﾁ ﾝⅠ 型 )

※ 市 販 品

ﾄﾗ ｯ ﾌ ﾟ付 き

ﾊﾞ ｯ ｸ ｶ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ　 ※ 有 り

　  種 　 類 　 　 寸  法  ( L = m m ) 　   適  用  内  容   規 格 ・ 品 質 等

・ 優 良 住 宅 部 品

・ 市 販 品

ｽﾃ ﾝ ﾚ ｽ製 　   ※ 1段 式

22  屋 内 掲 示 板

23  洗 面 カ ウ ン タ ー

24  敷 地 境 界 石 標

枠 の 材 質 　 　 ※ ｱﾙ ﾐ ﾆ ｳ ﾑ製

表 面 の 材 質 　 ※ 特 殊 発 砲 ﾋﾞ ﾆ ｰ ﾙ張 り

材　種　　　　・ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板張り（芯材：集成材）　・人工大理石（品質　※図示）

奥 行 き (m m )　 ・ 約 45 0　 ・ 約 60 0

・ か こ う 岩 （ 文 字 記 号 等 入 り ）

※ ｺﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ製 の 市 販 品 程 度

17  ｶ ﾞ ﾗ ｽ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ積 み

18  ガ ラ ス 用 フ ィ ル ム

           　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　       　 ( 1 6 . 1 3 . 5 )

※ 接 着 剤 に 含 ま れ る 可 塑 材 は 、 難 揮 発 性 と す る 。

                                  ( 1 9 . 2 . 2 ) ( 1 9 . 3 . 3 ) ( 1 9 . 5 . 6 ) ( 1 9 . 7 . 2 ) ( 1 9 . 8 . 2 )

２  ビ ニ ル 床 シ ー ト 張 り

３  ビ ニ ル 床 タ イ ル 張 り

7 カ ー ペ ッ ト 敷 き

  種  別

・ Ａ 種

・ Ｂ 種

・ Ｃ 種 ・ ｱｷ ｽ ﾐ ﾝ ｽ ﾀ ｰ ｶ ｰ ﾍ ﾟ ｯ ﾄ

・ ﾀ ﾞ ﾌ ﾞ ﾙ ﾌ ｪ ｰ ｽ ｶ ｰ ﾍ ﾟ ｯ ﾄ

・ ｳ ｨ ﾙ ﾄ ﾝ ｶ ｰ ﾍ ﾟ ﾄ ・ ｶ ｯ ﾄ ﾊ ﾟ ｲ ﾙ

・ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ ﾊ ﾟ ｲ ﾙ

   ﾊ ﾟ ｲ ﾙ形 状    帯  電  性

人 体 帯 電 圧

　 ※ 3k V以 下 　 ・ 柄 物 (標 準 品 )

※ 単 一 色 (無 地 )

　  色 ・ 柄 等

・ 織 じ ゅ う た ん  　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1 9 . 3 . 3 ) ( 1 9 . 3 . 4 ) (表 1 9 . 3 . 1 )

防 炎 性 能 は 、 消 防 法 で 定 め る 防 炎 性 能 を 有 し 、 消 防 庁 長 官 の 防 炎 表 示 の 登 録 を

Ω 未 満

・ ｸﾞ ﾘ ｯ ﾊ ﾟ ｰ工 法

※ 全 面 接 着 工 法 人 体 帯 電 圧

 ※ 3K v以 下

　 　 　 　 施  工  箇  所

※ 適 用 し な い

電 気 抵 抗 値 (Ω )

・ 10  Ω 以 下

※ ｸﾞ ﾗ ｽ ｳ ｰ ﾙ吸 音 ﾎﾞ ｰ ﾄ ﾞ 2号 3 2 K

　 　  被 着 体 の 組 合 せ

受 け た も の と す る 。 　 　 　 　 　 　 　                                   ( 1 9 . 3 . 2 )

　 形 　 式 　 　  装 　 置

Ｎ Ｗ

年 月 日

図 名

縮 　 尺 図 面 番 号

工 事 名
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排 水 管 用 材 料                                     ( 2 1 . 2 . 1 ) (表 2 1 . 2 . 1 ) ( 2 1 . 3 . 3 )

※ 遠 心 力 鉄 筋 ｺﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ管

・ 硬 質 塩 化 ﾋﾞ ﾆ ﾙ管

※ 外 圧 管 （ ※ １ 種 　 ・ ２ 種 ）

※ Ｖ Ｐ 　 ・ Ｖ Ｕ

　 　 　 　 材 　 種

・  

・ Ｒ Ｓ － Ｖ Ｐ 　 ・ Ｒ Ｓ － Ｖ Ｕ

Ｂ 形 （ ｺﾞ ﾑ接 合 ）

管 形 状 （ 接 合 方 法 ）　 　 　 　  管 の 種 類

１  排 水 管

使 用 す る 材 料 の ﾎﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞ放 散 量 及 び 放 出 量 の 規 格 は 、 合 板 類 は 、 JA Sで 定 め る

等 級 F☆ ☆ ☆ ☆ の も の と し 、 ﾐﾃ ﾞ ｨ ｱ ﾑ ﾃ ﾞ ﾝ ｼ ﾃ ｨ ﾌ ｧ ｲ ﾊ ﾞ ｰ ﾎ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ及 び ﾊﾟ ｰ ﾃ ｨ ｸ ﾙ ﾎ ﾞ ｰ ﾄ ﾞは 、 JI Sで

定 め る 等 級 F☆ ☆ ☆ ☆ の も の と す る 。

25  収 納 ・ 収 納 家 具

特記仕様書（３）

Ｇ Ｂ － Ｆ

新潟市建築設計協同組合 担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

・ ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﾀｲ ﾌ ﾟ 2 (無 石 綿 )

A - 4

控 室 ､用 具 室

新潟市建築部公共建築第１課

接 着 剤 の 種 類 　 　 ※ 一 般 の 床 　 ・ 便 所 等 多 湿 部

接 着 剤 の 種 類 　 　 ※ 一 般 の 床 　 ・ 便 所 等 多 湿 部

　 仕 様 　 ※ 製 造 所 の 標 準 仕 様 （ ｺﾝ ｾ ﾝ ﾄ本 体 は 別 途 工 事 ）

控 室 ・ 用 具 室

３  塗 装 業 者

・

・

・ さ く ら ・ 14 . 5

・ A種

太田小学校屋内体育館耐震補強工事

2009 . 3

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

　 　 　 　 　 　 　 ・ ﾎﾟ ﾘ ｴ ｽ ﾃ ﾙ樹 脂 系 化 粧 板 ・ EP - G塗 り

※ 屋 内 の 壁 及 び 天 井 仕 上 げ 材 は 、 防 火 材 料 と す る 。                     ( 1 8 . 1 . 3 )

・

※ ｶﾞ ﾗ ｽ飛 散 防 止 ﾌｨ ﾙ ﾑ ※ 内 張 り 　 ・ 外 張 り 飛 散 防 止 率 　 Ｄ １

品 質 　 JI S  A  5 7 5 9に よ る

　 　 　  名 　 称  種  類 　 　 　 張  り  面 　 　 　 性  能  値

第 ２ 種

※ フ ィ ル ム 表 面 保 護 の た め に 、 保 護 層 （ ハ ー ド コ ー ト ） を 有 す る こ と 。
※ フ ィ ル ム 施 工 業 者 に つ い て は 、 予 め 実 績 又 は 資 格 等 の 資 料 を 提 出 し 監 督 員 の

確 認 後 、 承 諾 を 受 け る こ と 。

ﾄﾞ ｱ ｴ ｯ ｼ ﾞ　 　  　 ※ ﾌﾗ ｯ ﾄ形 　 　 　 ・ 曲 面 形 　 　 　 ・ 図 示 に よ る



ア

ス

ベ

ス

特

加

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 (2 2 . 4 . 2 ) (表 2 2 . 4 . 1 )

3　 埋 戻 し 土
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２  排 水 桝 及 び ふ た

・ 簡 易 気 密 形 (ﾊ ﾟ ｯ ｷ ﾝ式 )

・ 水 封 形 ・ 密 閉 形 (ﾃ ｰ ﾊ ﾟ ｰ・ ﾊ ﾟ ｯ ｷ ﾝ式 )

・ 中 ふ た 付 密 閉 形

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 種 　 　 類 適 用 荷 重

・ Ｔ － ６ 用

・ Ｔ － 20用

・ Ｔ － ２ 用

鋳 鉄 製 ﾏﾝ ﾎ ｰ ﾙふ た                                                    ( 2 1 . 2 . 2 )

ｸ ﾞ ﾚ ｰ ﾁ ﾝ ｸ ﾞふ た                                       　               ( 2 1 . 2 . 2 )

・ 鋼 製

・ ｽﾃ ﾝ ﾚ ｽ製

※ 受 枠 付 き

・

　 ※ 無 し

　 ・ 図 示

・ 溝 ふ た 用

・ 桝 ふ た 用

・ か さ 上 げ 用

・ Ｕ 字 溝 用

・ 歩 行 用

・ T- 1 4用

・ T - 2 0用

※ 凹 凸 形

※ 平 形・ T-  2用

・ T -  6用

※ 細 目

※ 普 通 目

※ 細 目 ・ 凹 凸 形

　 材 　 質 　 形 　 式 　 　 種 　 類  適 用 荷 重  ﾒ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ ﾋ ﾟ ｯ ﾁ  上 面 形 状

 ﾎ ﾞ ﾙ ﾄ固 定

※ Ｂ 種 　 　 ・ 建 設 汚 泥 か ら 再 生 し た 処 理 土                             ( 2 1 . 2 . 3 )

2 2
　

舗

　

装

　

工

　

事

１  盛 土 に 用 い る 材 料

２  凍 上 抑 制 層 の 材 料

３  路 床 安 定 処 理

※ 再 生 ｸﾗ ｯ ｼ ｬ ｰ ﾗ ﾝ   　 ・  ｸ ﾗ ｯ ｼ ｬ ｰ ﾗ ﾝ　 切 り 込 み 砂 利 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 (2 2 . 2 . 3 )

・ Ａ 種 　 ・ Ｂ 種 　 ・ Ｃ 種 　 ・ Ｄ 種 　 　 　 　 　 　 　   　  　 　 　 　 (2 2 . 2 . 3 ) (表 3 . 2 . 1 )

　 　 　 　 　 　 ・ 高 炉 ｾﾒ ﾝ ﾄ B種 　 ・ 生 石 灰 (　 　 　 　 )　 ・ 消 石 灰 (　 　 　 )

・ ｼﾞ ｵ ﾃ ｷ ｽ ﾀ ｲ ﾙに よ る 安 定 処 理

　 ｼﾞ ｵ ﾃ ｷ ｽ ﾀ ｲ ﾙの 品 質

※ 添 加 材 料 に よ る 安 定 処 理 　 　 　 　 　 　 　 　  　      ( 2 2 . 2 . 2 ) ( 2 2 . 2 . 3 ) (表 2 2 . 2 . 2 )

　 単 位 面 積 質 量 　 60 g /㎡ 以 上 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 厚 さ (㎜ )　 0 . 5～ 1 . 0

　 引 張 り 強 さ 　 　 98 N / 5 c m（ 1 0 k g f / 5 c m） 以 上

　 透 水 計 数 　 　 　 0. 1 5 c m / s e c以 上

　 種 　 類 　 　 ・ 普 通 ﾎﾟ ﾙ ﾄ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞ ｾ ﾒ ﾝ ﾄ　 ・ ﾌﾗ ｲ ｱ ｯ ｼ ｭ ｾ ﾒ ﾝ ﾄ B種

　 添 加 量 　 　 　 　 　 　 　 kg／ ｍ 3(目 標 Ｃ Ｂ Ｒ 　 ※ 5　 ・  　 )

４  路 床 の 試 験 ・ 支 持 力 試 験 を 行 う （ ※ 乱 し た 土 　 ・  乱 さ な い 土 ）  　  　 　 　 　 　 　  　 ( 2 2 . 2 . 5 )

・ 路 床 締 固 め 度 の 試 験 を 行 う 　

・ 砂 の 粒 度 試 験 を 行 う 　

５  路 盤 材 料 ※ 再 生 ｸﾗ ｯ ｼ ｬ ｰ ﾗ ﾝ ( R C－ 4 0 )　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  　 　 　 (2 2 . 3 . 3 ) (表 2 2 . 3 . 3 )

７  ア ス フ ァ ル ト 舗 装

・ ｸﾗ ｯ ｼ ｬ ｰ ﾗ ﾝ (Ｃ － 40 )又 は ｸﾗ ｯ ｼ ｬ ｰ ﾗ ﾝ鉄 鋼 ｽﾗ ｸ ﾞ (Ｃ Ｓ － 40 )

・ 粒 度 調 整 砕 石

６  路 盤 の 締 固 め 度

　  試 験

※ 行 う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 (2 2 . 3 . 5 )

　 　 舗 装 の 種 類

※ 無 し 　 ・ 有 り

※ 無 し 　 ・ 有 り

※ ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ舗 装

　 車 道 部 の 基 層

※ 顔 料 混 入 加 熱 ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ混 合 物

・ 　・ ｶﾗ ｰ舗 装

　 　 　 　 ｶﾗ ｰ舗 装 の 種 類

ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ　 　 ※ 再 生 ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ　 　 ・ ｽﾄ ﾚ ｰ ﾄ ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ    　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (2 2 . 4 . 3 )

・ 粗 粒 度 ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ混 合 物 ( 2 0 )

・ 粒 度 ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ混 合 物 (1 3 )

・ 一 般 地 域 ※ 寒 冷 地 域

※ 密 粒 度 ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ混 合 物 (1 3 F )

・ 細 粒 度 ｷﾞ ｬ ｯ ﾌ ﾟ ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ混 合 物 (1 3 F )

　 ｶ ﾗ ｰ舗 装 の 着 色 骨 材 　 　 ・ 有 色 骨 材 （ 焼 成 ） 　 　 ・ 着 色 骨 材 （ 樹 脂 被 覆 ）

 表  層

 基  層

 区  分 　

加 熱 ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ混 合 物 等 の 種 類       　 　    　                  ( 2 2 . 4 . 4 ) (表 2 2 . 4 . 6 )

※ 密 粒 度 ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ混 合 物 ( 1 3 )

８  コ ン ク リ ー ト 舗 装

ｼｰ ﾙ ｺ ｰ ﾄ　 ※ 行 わ な い 　 ・ 行 う (施 工 範 囲 ： 　 　 　    　 　 )  　 　 　 　 　 　 　 (2 2 . 4 . 5 )

ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ混 合 物 の 抽 出 試 験   　 ※ 行 わ な い   　 ・ 行 う 　 　        　 　  　 　 ( 2 2 . 4 . 6 )

早 強 ｾﾒ ﾝ ﾄ　 ※ 使 用 し な い 　 　 ・ 使 用 す る  　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (2 2 . 5 . 3 )

注 入 材 料 　 ※ 低 弾 性 ﾀｲ ﾌ ﾟ　 　 ・ 高 弾 性 ﾀｲ ﾌ ﾟ                   ( 2 2 . 5 . 3 ) (表 2 2 . 5 . 3 )

溶 接 金 網 　 ※ 有 り  　 ・ 無 し                                　 ( 2 2 . 5 . 3 ) ( 2 2 . 5 . 4 )

９  透 水 性 ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ舗 装

10  排 水 性 ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ舗 装

ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ混 合 物 の 抽 出 試 験 　 　 ※ 行 わ な い 　 ・  行 う 　 　        　 　 　   　 ( 2 2 . 6 . 6 )

厚 さ 試 験 　 　 ※ 行 わ な い 　 ・  行 う 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (2 2 . 5 . 6 )

排 水 性 舗 装 用 ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ混 合 物 　     　 　 　 　 　 　 　     　 　 　 　 (2 2 . 7 . 3 ) (表 2 2 . 7 . 2 )

　 ※ 改 質 ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄⅡ 種 　 ・  改 質 ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄⅠ 種

ﾀｯ ｸ ｺ ｰ ﾄ用 ｺ ﾞ ﾑ入 り ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ乳 剤 の 種 類 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (2 2 . 7 . 3 ) (表 2 2  . 7 . 3 )

　 適 用 時 期 　 種 　 類

ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ混 合 物 の 抽 出 試 験 　 　 　 ※ 行 わ な い 　 ・ 行 う 　 　 　 　 　  　 　 　  　 ( 2 2 . 7 . 6 )

　 下 記 以 外

　 冬 　 期

Ｐ Ｋ Ｒ － Ｔ １

Ｐ Ｋ Ｒ － Ｔ ２

11  ブ ロ ッ ク 系 舗 装

・ 洗 出 平 板 （ Ｗ ） 　  ・ 擬 石 平 板 （ Ｓ ）

※ 30 0角 ※ 砂

・ ﾓ ﾙ ﾀ ﾙ

※ 6 0※ 普 通 平 板 (Ｎ ） 　 　 ・ ｶﾗ ｰ平 板 （ Ｃ ）

　 　         種 　 　 類  寸 法 ( m m )  厚 さ (m m )  目 地 材

・ 誘 導 、 注 意 喚 起 用 ﾀｲ ﾌ ﾟ

・ 透 水 性 ﾀｲ ﾌ ﾟ

・ 植 生 ﾀｲ ﾌ ﾟ

※ 普 通 ﾀｲ ﾌ ﾟ 5 . 0 N / m m 2以 上

※ 8 0　 ・  1 0 04 . 0 N / m m 2以 上

3. 0 N / m m 2以 上

　 　 　  種 　 　 類   曲 げ 強 度 　 　 厚 さ (m m )

車 道 部  ※ 80  ・ 　

歩 道 部  ※ 60  ・ 　

 表 面 加 工 及 び 色 彩 等

　 ※ 標 準 ﾀｲ ﾌ ﾟ

　 ・ 表 面 化 粧 ﾀｲ ﾌ ﾟ

　 誘 導 、 注 意 喚 起 用

　 は 黄 色 と す る

・ 舗 石 舗 装  　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (2 2 . 8 . 2 ) ( 2 2 . 8 . 3 )

・ 　

※ 小 舗 石 （ 花 崗 岩 ） ※ 80～ 10 0　

・ 　

※ う ろ こ 張 り

・ 　

　 施 工 方 法

※ ｺﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ舗 装

・ ｱｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ舗 装

　 　  種 　 　 類 　 厚 さ (ｍ ｍ ) 　 　 基 　 層

22
　

舗

　

装

　

工

　

事

12  区 画 線 路 面 表 示 用 塗 料 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

JI S  K  5 6 6 5 ・ １ 種

・ ２ 種 　

※ ３ 種 １ 号

液 状常 温

加 熱

溶 融 粉 体 状

幅 　  ※ 1 5 0 　

厚 さ 　 ※ 1. 0

※ 白

・ 黄

　 種 　 類  規 格 番 号  施 工 時 の 条 件  適  用   寸 法 (㎜ )  適  用

・ ｲﾝ ﾀ ｰ ﾛ ｯ ｷ ﾝ ｸ ﾞ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ舗 装 　 　 　            　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (2 2 . 8 . 2 ) ( 2 2 . 8 . 3 )

・ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ平 板 舗 装 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    　 ( 2 2 . 8 . 2 ) ( 2 2 . 8 . 3 )

揮 発 性 有 機 溶 剤 の 含 有 率 は 、 塗 料 総 質 量 に 対 し て 5%以 下 と す る 。
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※ 行 う  　              　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (2 3 . 1 . 3 )

　  塩 類 (E C )の 試 験

１  土 壌 の 酸 度 ､水 溶 性

２  樹 木 の

　  植 栽 基 盤 整 備

芝 及 び 地 被 類 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ( 2 3 . 2 . 2 ) ( 2 3 . 2 . 3 ) (表 2 3 . 2 . 1 ) (表 2 3 . 2 . 2 )

※ 2 0　 ・ 　※ 行 う 　 ・ 行 わ な い ※ B種 　 ・ 　 ※ 植 栽 範 囲 　 ・ 図 示

　 　 　 適 　 用  有 効 土 層 の 厚 さ (m m ) 　 工 　 法 　 　 整 備 範 囲

樹 木 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (2 3 . 2 . 2 ) ( 2 3 . 2 . 3 ) (表 2 3 . 2 . 1 ) (表 2 3 . 2 . 2 )

・ 1 2以 上

地 盤 高 ま で 植 込 み 用 土 で 盛 土 を 行 う 。

高 か ら を 有 効 土 層 と す る 。 た だ し 、 計 画 地 盤 高 が 現 状 地 盤 高 よ り 高 い 場 合 は 、 計 画

※ 葉 張 り の 範 囲

・ D種

・ C種

・ B種

※ A種

※ 8 0  　 ・ 　

※ 6 0  　 ・ 　

※ 5 0  　 ・ 　

　 樹 木 の 樹 高 (m )  有 効 土 層 の 厚 さ (c m ) 　  工  法 　 　 　 整 備 範 囲

※ 10 0　 ・ 　

　 た だ し ､低 木 は 植 栽 範 囲

・ 図 示

工 法 Ｄ 種 以 外 の 工 法 で 、 現 状 地 盤 高 と 計 画 地 盤 高 が 同 一 で な い 場 合 は 、 計 画 地 盤

３  植 込 み 用 土

※ 適 用 す る 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　                 ( 2 3 . 2 . 3 ) ( 2 3 . 2 . 4 )４  土 壌 改 良 材

５  支 　 柱 　 材

６  幹 巻 き 用 材 料

７  芝 　 張 　 り

８  枯 補 償 及 び 枯 損

 　 処 理

※ 現 場 発 生 土 の 良 質 土 　  ・ 客 土 （ ※ 畑 土 　 ・ 黒 土 ）   　 　 　 　 　 　 　  　 (2 3 . 3 . 2 )

　 施 工 箇 所 　 　 ※ 植 栽 範 囲  　  ・ 図 示

※ 防 腐 処 理 杉 丸 太 　 　  ・ 杉 の 焼 き 丸 太 　   ・ 竹 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 (2 3 . 3 . 2 )

※ 幹 巻 き 用 ﾃｰ ﾌ ﾟ  　 ・ わ ら 及 び こ も   　 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 (2 3 . 3 . 2 )

種 類 　 　 ※ こ う ら い 芝 　 　 ・ 野 芝  　 　 　 　 　 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 (2 3 . 4 . 2 )

2 4
　

追

　

加

　

特

　

記

９  屋 上 緑 化 シ ス テ ム 土 壌 層 　 　 ※ 改 良 土 　 　 ・ 人 工 軽 量 土                        （ 2 3 . 5 . 2 ) ( 2 3 . 5 . 3 )

期 間 　 　 ※ 引 渡 し の 日 か ら １ 年 間 　 　 　 　 　   ( 2 3 . 3 . 4 ) ( 2 3 . 3 . 6 ) ( 2 3 . 4 . 7 ) ( 2 3 . 5 . 5 )

る た め の 構 造 計 算 の 基 準 を 定 め る 件 」 (平 成 12年 5月 31日 付 け  建 設 省 告 示 第 14 5 8号 )

※ 「 屋 根 ふ き 材 及 び 屋 外 に 面 す る 帳 壁 の 風 圧 に 対 す る 構 造 体 力 上 の 安 全 性 を 確 か め

に よ る 風 圧 力 に 対 応 し た 固 定 工 法 を 標 仕 1. 2 . 2 [施 工 計 画 書 ]に よ る 品 質 計 画 で 定 め る

 厚 さ 　 　 mm

保 水 ･排 水 層 　 　 ・ 軽 量 骨 材 層 （ 厚 さ 　 　 mm） 　 ・ 板 状 成 形 品  　        （ 2 3 . 5 . 3 )

・ 3以 上 ～ 7未 満

・ 3未 満

・ 7以 上 ～ 12未 満

年 月 日

図 名

縮 　 尺 図 面 番 号

工 事 名
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１ 　 室 内 空 気 有 機 化 1)   建 築 材 料 等 の 選 択

※ 　 建 築 材 料 は F☆ ☆ ☆ ☆ を 基 準 と す る ほ か ， ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 以 外 の　 学 物 質 低 減 対 策

　 　 物 質 (別 表 Ａ の 物 質 )の 発 散 が 極 め て 少 な い 材 料 を 選 定 す る 。

な お ， 該 当 す る 材 料 等 が な い 場 合 に お い て ， F☆ ☆ ☆ 又 は そ の 同 等 品

（ 旧 　 　 　 　 JA S及 び 旧 J I Sに お け る Fc o， E oの も の を 含 む 。 ） を 使 用 す る 場 合 は

建 築 基 準 法 の 規 定 に よ り 使 用 面 積 制 限 計 算 書 等 を 監 督 員 に 提 出 し ， 監 督 員 の

承 諾 を 受 け る こ と 。

※ 　 塗 料 及 び 接 着 剤 は ト ル エ ン ， キ シ レ ン 及 び エ チ ル ベ ン ゼ ン を 含 有 し な い か

　 ト ル エ ン 等 の 含 有 量 が 極 め て 少 な い 規 格 品 と す る 。

※ 　 防 腐 ・ 防 蟻 剤 は ク ロ ル ピ リ オ ス ， ダ イ ヤ ジ ノ ン 及 び フ ェ ノ ル カ ブ ル を 含 有 し

　 な い 非 有 機 リ ン 系 の 薬 剤 と し ， 加 圧 式 防 腐 ， 防 蟻 処 理 等 は 工 場 で 行 い ，

　 十 分 乾 燥 し た 後 で 現 場 に 搬 入 し た も の を 使 用 す る 。

※ 　 壁 紙 用 接 着 剤 は ， フ タ ル 酸 ジ -n -ブ チ ル 及 び フ タ ル 酸 ジ -２ -エ チ ル ヘ キ シ ル

　 等 を 含 有 し な い 難 揮 発 生 の 可 塑 剤 を 使 用 し て い る も の を 使 用 す る 。

※ 　 選 定 し た 使 用 材 料 に つ い て は 室 別 か つ 部 位 別 に 使 用 材 料 台 帳 を 作 成 す る 。

　 　 1)の 使 用 面 積 材 料 制 限 計 算 書 の 代 用 を 可 と す る 。

2)  施 工 中 の 安 全 管 理

※ 　 施 工 に 先 立 ち ， 工 法 ， 材 料 等 を 確 認 し ， 指 針 値 に 関 し 意 見 等 の あ る 場 合 は

　 申 し 出 る 。

※ 　 施 工 中 も 強 い 臭 気 等 に 注 意 す る 。

※ 　 接 着 剤 及 び 塗 料 の 塗 布 に 当 た っ て は ， 使 用 方 法 及 び 塗 布 量 を 十 分 に 管 理 し ，

　 適 切 な 乾 燥 時 間 を と る も の と す る 。 ま た ， 施 工 時 ， 施 工 後 の 通 風 ， 換 気 を

　 十 分 に 行 い 室 内 に 発 散 し た 化 学 物 質 等 を 室 外 に 放 出 さ せ る こ と 。

3)   測 定 時 期

※ 　 測 定 時 期 は 、 本 工 事 の ほ か 関 連 設 備 工 事 と も 施 工 終 了 後 と す る 。 内 装 又 は

　 塗 装 等 の 施 工 が 終 了 し ， そ の 後 十 分 な 換 気 が 行 わ れ て い る こ と ， 及 び 中 央 式

　 空 気 調 和 設 備 の よ う に 換 気 を 行 い な が ら 空 気 調 和 を 行 う 設 備 が あ る 場 合 は

　 設 備 の 試 運 転 が 終 了 し て い る こ と と す る 。

※ 　 測 定 時 期 の 決 定 は ， 測 定 結 果 が 基 準 値 ・ 指 針 値 を 越 え た 場 合 に ， 8)の 措 置 を

　 講 じ る 時 間 を 見 込 む こ と 。

※ 　 大 規 模 改 造 等 改 修 工 事 の 場 合 は 、 着 手 前 に 監 督 員 の 指 定 す る 一 室 に つ い て 、 4)

　 　 の 別 表 A、 Bの 物 質 測 定 を 行 う も の し 、 施 工 終 了 後 も 同 様 と す る 。

※ 　 改 築 等 新 営 工 事 の 場 合 は 、 完 成 後 に 監 督 員 の 指 定 す る 一 室 に つ い て 、 4)の

　 　 別 表 A、 Bの 13物 質 測 定 を 行 う も の し 、 施 工 後 も 同 様 と す る 。

追

記

0. 0 8 1 0 0

4 )  測 定 対 象 物 質  別 表 A

※ 　 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 　   

※ 　 ト ル エ ン 　

※ 　 キ シ レ ン

※ 　 ス チ レ ン 　

※ 　 パ ラ ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン

※ 　 エ チ ル ベ ン ゼ ン

0. 0 7

0 . 2 0

0 . 0 4

0 . 0 5

0 . 8 8

2 6 0

8 7 0

2 4 0

2 2 0

3 8 0 0

   測 定 対 象 物 質  別 表 B

※ 　 ク ロ ル ピ リ ポ ス

※ 　 テ ト ラ デ カ ン

※ 　 ﾌﾀ ﾙ酸 ｼ ﾞ－ ｎ － ﾌﾟ ﾁ ﾙ

※ 　 ﾌ ﾀ ﾙ酸 ｼ ﾞ－ ２ － ｴﾁ ﾙ ﾍ ｷ ｼ ﾙ

※ 　 ダ イ ア ジ ノ ン

0. 0 0 0 0 0 7 0 . 1

0 . 0 2 2 2 0

0 . 0 4 3 3 0

0 . 0 0 7 6 1 2 0

0 . 0 0 0 0 2 0 . 2 9

※ 　 ア セ ト ア ル デ ヒ ド

※ 　 フ ェ ノ ブ カ ル ブ 0. 0 0 3 8 3 3

0 . 0 3 (改 訂 中 0 . 1 7 )

5 )   測 定 室

6 )   測 定 方 法

測 定 機 器

※ 　 最 新 の 文 部 科 学 省 学 校 環 境 衛 生 基 準 に 認 め ら れ て い る 測 定 機 器

測 定 要 領

7)   測 定 結 果 の 分 析

・ 　 改 修 工 事 の 事 前 及 び 施 工 後 (1 3物 質 )測 定 室 数 　 １ 室 (監 督 員 の 指 定 し た 室 )

・ 　 改 築 等 新 営 工 事 の 施 工 後 (1 3物 質 )測 定 室 数 　 １ 室 (監 督 員 の 指 定 し た 室 )

※ 　 測 定 対 象 化 学 物 質 を 採 取 し た 検 体 を 分 析 機 関 に 依 頼 す る 。

文 科 省 基 準 値 pp m μ g / m 3

厚 労 省 指 針 値 pp m μ g / m 3

※ 　 最 新 の 文 部 科 学 省 学 校 環 境 衛 生 基 準 に よ る 「 臨 時 環 境 衛 生 検 査 」 の 測 定 方 法

　 　 測 定 方 法 及 び 検 体 の 種 別 ご と に 、 分 析 機 関 が 異 な る こ と も 認 め る も の と す る 。

48 (改 訂 中 27 0 )

※ 　 施 工 後 (別 表 Ａ 6物 質 )測 定 室 数 (　 １ )室 (監 督 員 の 指 定 し た 室 )

8 )   測 定 結 果 が 指 針 値 を 超 え た 場 合 の 措 置

9)  報 告 書 の 提 出

10 )　  そ の 他

※ 　 建 築 材 料 等 の 選 択 ， 測 定 方 法 な ど で 上 記 に よ り が た い 場 合 は 監 督 員 と

　 協 議 を 行 う 。

※ 　 測 定 結 果 が 4)の 基 準 値 、 指 針 値 を 超 え て い る 場 合 は ， 原 因 究 明 と と も に 換 気

　 　 通 風 又 は 低 減 物 質 の 付 与 等 の 措 置 を 講 じ 、 再 度 測 定 を 行 い 基 準 値 以 内 で あ る

　 　 こ と の 確 認 を 、 関 連 請 負 者 が 連 携 し て 行 う 。

※ 　 関 連 の 各 請 負 者 の 役 割 分 担 は 、 別 表 Cに よ る 。
別 表 C

・ 　 部 分 使 用 の 承 諾 を す る 場 合 は 、 使 用 日 の 前 日 ま で に す る 。

※ 　 完 了 検 査 日 ま で に 報 告 書 を 提 出 す る 。

空 気 調 査 測 定 報 告 材 料 選 定 台 帳 作 成 台 帳 ま と め
改 善 措 置

役 割 分 担 区 分

・電気設備工事

・建築工事

・　　　　工事

・　　　　工事

発 注 工 事 種 別

・給排水衛生設備工事

・冷暖房換気設備工事

※ 　 接 着 剤 及 び 塗 料 の 使 用 済 み 缶 な ど は ， 速 や か に 場 外 に 搬 出 さ せ る こ と 。

記

ト

含

有

建

設

資

材

に

関

す

る

特

事

項
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２ 環 境 技 術 の 適 正 化

３  ユ ニ バ ー サ ル
デ ザ イ ン

※ 　 工 事 の 施 工 に 当 っ て は ， 「 新 潟 市 公 共 建 築 物 ﾕﾆ ﾊ ﾞ ｰ ｻ ﾙ ﾃ ﾞ ｻ ﾞ ｲ ﾝ ｶ ﾞ ｲ ﾄ ﾞ ﾗ ｲ ﾝ」 の

考 え 方 に 基 づ き 施 工 に 努 め る 。

特記仕様書（４）

１  ｱｽ ﾍ ﾞ ｽ ﾄ含 有 建 材 の

   処 理 　 分 析 に よ る ｱｽ ﾍ ﾞ ｽ ﾄ含 有 の 調 査 　 ・ 行 う 　 ・ 行 わ な い

　 ｱｽ ﾍ ﾞ ｽ ﾄ粉 じ ん 濃 度 測 定 　 ・ 行 う 　 ・ 行 わ な い

　 　 測 定 方 法 　 ※ 「 JI S  K 3 8 5 0　 -１  空 気 中 の 繊 維 状 粒 子 測 定 方 法 -第 1部 ： 光 学

　 　 　 　 　 　 　 　 顕 微 鏡 法 及 び 走 査 電 子 顕 微 鏡 法 」 に よ る 位 相 差 ・ 分 散 顕 微 鏡 法

　 　 　 　 　 　 　 　 に よ る 。

　 　 測 定 機 関 　 ※ 厚 生 労 働 省 新 潟 労 働 局 に 登 録 さ れ て い る 作 業 環 境 測 定 機 関 と す る 。

２  ｱ ｽ ﾍ ﾞ ｽ ﾄ含 有 除 去 工 法 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [9 . 1 . 3 ]

　  吹 付 け 材 の 除 去 　 ※ 「 改 修 標 仕 」 9. 1 . 3に よ る 。

　 ・ 　

除 去 し た ｱｽ ﾍ ﾞ ｽ ﾄ含 有 吹 付 け 材 の 処 理 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  [ 9 . 1 . 3 ]

　 ※ 密 封 処 理 （ 二 重 袋 梱 包 ）

　 ・ ｾﾒ ﾝ ﾄ固 化

３  ｱ ｽ ﾍ ﾞ ｽ ﾄ含 有 除 去 工 法 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  [ 9 . 1 . 4 ]

　  保 温 材 等 の 除 去 　 ※ 粉 じ ん 飛 散 抑 制 剤 等 に よ る 湿 潤 化 の 後 、 手 ば ら し で 行 う 。

　 ・ 掻 き 落 し ･破 砕 ･切 断 等 に よ る 除 去 を 行 う 。

　 　 ※ [9 . 1 . 3  ｱ ｽ ﾍ ﾞ ｽ ﾄ含 有 吹 付 け 材 の 除 去 ]に よ り 、 作 業 場 を 隔 離 す る 。

４  ｱ ｽ ﾍ ﾞ ｽ ﾄ含 有 養 生 等 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [9 . 1 . 5 ]

　  成 形 板 の 除 去 　 建 物 内 部 で 除 去 を 行 う 場 合 、 除 去 作 業 場 所 と 他 の 場 所 を 隔 て る た め 、 開 閉 部 位

　 （ 出 入 口 ､換 気 口 ､窓 等 ） は 閉 と し 、 ガ ラ ス の 破 損 箇 所 等 で 開 と な っ て い る 部 位 を

　 養 生 ｼｰ ﾄ等 で 塞 ぐ 。

ｱｽ ﾍ ﾞ ｽ ﾄ成 形 板 の 種 類

　  材  料  名 　 　 　 使  用  部  位 　  厚 さ ( m m ) 　 　 　 備  考

施 工 調 査 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  [公 共 建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 　 9. 1 . 1 ]

※ 　 工 事 の 施 工 に 当 っ て は ， 地 球 環 境 保 全 の た め ， 新 潟 市 環 境 基 本 計 画 及 び 新 潟 市

に 努 め る 。

公 共 工 事 環 境 配 慮 指 針 な ど に よ り 省 エ ネ ル ギ ー ， 省 資 源 等 に 関 す る 技 術 の 適 用

新潟市建築設計協同組合 担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一
A- 5
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工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一
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配置図

Ｎ

ﾌﾟｰﾙ

道路幅員　6.00m

道
路
幅
員
　
6.
00
m

市道幅員　6.0
0m

民家

民家

民家

白新線

県道葛塚線

黒山駅

Ｎ

豊栄駅

佐々木駅

工事場所：太田小学校

付近見取図

市立太田保育園

神明宮

稲荷神社

生垣

4,500

2009.3 1/400 A-6

運動場

新潟市建築部公共建築第１課

配置図　　S=1/400

普通・特別教室棟管理・普通教室棟

体育館通路

屋内運動場

改修建物

支線

防火戸(常時開放)

軽量ｼｬｯﾀｰ

照明灯
ｺﾝｸﾘｰﾄ門柱

電柱

鋪道

(ｼｬｯﾀｰ閉鎖にて仮設間仕切とする)

1
.
0

正
門

4,000

工事車両進入経路

交通誘導員(30日間)

民有地

ｸﾛｽｹﾞｰﾄ H=1.8m

3
1.
3

17
.
2

5.7

仮囲い 鋼板製 H=2.0m(総延長 55.2m)

仮囲い 鋼板製 H=2.0m(総延長 55.2m)

樹木



工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴

1階平面図
太田小学校屋内体育館耐震補強工事

1/1002009.3 A-7

新潟市建築部公共建築第１課
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玄関ﾎｰﾙ

女子便所

女子ﾛｯｶｰ室

EXP.J
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2,
00

0
5,

50
0

渡り廊下

水呑場

便器洋式化設備工事に伴う改修工事有

改修前、改修後図面は別図による。

便器洋式化設備工事に伴う改修工事有

改修前、改修後図面は別図による。

アリーナ

ﾌｨﾙﾑ ﾌｨﾙﾑ ﾌｨﾙﾑ ﾌｨﾙﾑ ﾌｨﾙﾑ ﾌｨﾙﾑ

ﾌｨﾙﾑ ﾌｨﾙﾑ ﾌｨﾙﾑ ﾌｨﾙﾑ ﾌｨﾙﾑ ﾌｨﾙﾑ ﾌｨﾙﾑ ﾌｨﾙﾑ

木製ﾌﾗｯｼｭ戸

ｶﾞ

ｶﾞ ｶﾞ ｶﾞ ｶﾞ ｶﾞ ｶﾞ ｶﾞ ｶﾞ

ｶﾞ

ｶﾞ

ｶﾞ

ｶﾞ

ｶﾞ

ｶﾞ ｶﾞ

ｼ

ｶﾞ ｶﾞ ｶﾞ ｶﾞ

ｼ

ｶﾞ ｶﾞ

1階 平面図　　S=1/100

既設防火戸(常時開放)

既設軽量ｼｬｯﾀｰ(ｼｬｯﾀｰ閉鎖にて仮設間仕切りとする)

凡　　例

ﾌｨﾙﾑ　　 : 飛散防止ﾌｨﾙﾑ(内貼り)貼り

: ｱﾙﾐｻｯｼｶﾞﾗｽ周りのｶﾞｽｹｯﾄの取替えを示す。ｶﾞ

: ｱﾙﾐｻｯｼｶﾞﾗｽ周りのｼｰﾘﾝｸﾞの取替えを示す。ｼ

※ アリーナ床面はﾌﾞﾙｰｼｰﾄ+ｺﾝﾊﾟﾈ(t=12mm)+防炎ｼｰﾄにより養生をにより養生を行う事。



2階 平面図　　S=1/100

工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴

2階平面図
太田小学校屋内体育館耐震補強工事

2009.3 1/100 A-8

新潟市建築部公共建築第１課
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ﾌﾞﾚｰｽ新設 ﾌﾞﾚｰｽ新設 ﾌﾞﾚｰｽ新設

ﾌﾞﾚｰｽ新設 ﾌﾞﾚｰｽ新設 ﾌﾞﾚｰｽ新設

既存ﾌﾞﾚｰｽ撤去

既存ﾌﾞﾚｰｽ撤去
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凡　　例

屋根

：増設ブレース位置を示す

：既設ブレース撤去位置を示す

ﾌｨﾙﾑ　　 : 飛散防止ﾌｨﾙﾑ(内貼り)貼り

: ｱﾙﾐｻｯｼｶﾞﾗｽ周りのｶﾞｽｹｯﾄの取替えを示す。

: ｱﾙﾐｻｯｼｶﾞﾗｽ周りのｼｰﾘﾝｸﾞの取替えを示す。

ｶﾞ

ｼ

ｶﾞ ｶﾞ ｶﾞ ｶﾞ ｶﾞ
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ｼ
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ｼ

ｼ

天井(石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9 910x910)取り外し後、再取り付け

天井(石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9 910x910)取り外し後、再取り付け

：既設ブレース位置を示す（下部ﾎﾞﾙﾄ取り外し）

鉄
製
面

格
子
取
り
外

し
、
再
取

り
付
け

既存鉄製面格子 0.8x1.1m

既存鉄製面格子 2.5x1.1m

木枠25x30

PL-4.5

9φ

800

既存鉄製面格子概略図 S=1:50

ﾋﾞｽ止め

取り外し

取り外し

ﾌﾞﾚｰｽ下部既存接合ﾎﾞﾙﾄ

ﾌﾞﾚｰｽ下部既存接合ﾎﾞﾙﾄ

1
1
0
0



工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴

12345678

B A

北側 立面図　　S=1/100

東側 立面図　　S=1/100

立面図 1
太田小学校屋内体育館耐震補強工事

凡　　例

ギャラリー部全面：ガラス飛散防止フィルム貼（内貼）

引き違い窓：W=1800 H=1100　2段2連窓

2009.3 A-91/100

アリーナ1階部：ガラス飛散防止フィルム貼（内貼）

引き違い窓：W=1500 H=600 (障子を取り外してﾌｨﾙﾑを貼る。

： ギャラリー部全面：

　ガラス飛散防止フィルム（内貼）を貼る。

新潟市建築部公共建築第１課

共通事項：アルミサッシガラス周りのガスケット(引き戸部分）及び

ガラスシーリング(FiX窓部分)を全て取り替える事。

ガラス飛散防止フィルム貼（内貼）

嵌殺し窓：W=800 H=1100(内側面格子有)

嵌殺し窓：W=800 H=1100(内側面格子有)

ガラス飛散防止フィルム貼（内貼）

ガラス飛散防止フィルム貼（内貼）

嵌殺し窓：W=800 H=1100　6連窓
(内側面格子有)

アルミガラリ撤去後アルミパネルt=2.0新設

ｽﾁｰﾙ戸ｽﾁｰﾙ戸

引き違い窓:W=1200 H=1100

FiXﾗﾝﾏ W1800 H=750

引き違い窓:W=1200 H=1100

引き違い窓 W=1800 H=900



工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴

A B

1 2 3 4 5 6 7 8

南側 立面図　　S=1/100

西側 立面図　　S=1/100

立面図 2
太田小学校屋内体育館耐震補強工事

凡　　例

ギャラリー部全面：ガラス飛散防止フィルム貼（内貼）

引き違い窓：W=1800 H=1100　2段2連窓

2009.3 A-101/100

　ガラス飛散防止フィルム貼（内貼）

： ギャラリー部全面：

アリーナ1階部：ガラス飛散防止フィルム貼（内貼）

引き違い窓：W=1500 H=600 (障子を取り外してﾌｨﾙﾑを貼る。

新潟市建築部公共建築第１課

共通事項：アルミサッシガラス周りのガスケット(引き戸部分）及び

ガラスシーリング(FiX窓部分)を全て取り替える事。

引き違い窓 W=1.8 H=0.9
ｽﾁｰﾙ戸 ｽﾁｰﾙ戸



5

床：ﾓﾙﾀﾙ塗り金鏝　既存のまま

工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴
太田小学校屋内体育館耐震補強工事
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(盛土)

130
300

250

砂利敷き

竪樋：硬質塩ビ管 100φ

外壁：ﾍﾞﾆﾔ型枠打ち放し ｼﾘｺﾝ吹き付け

引き違いｱﾙﾐｻｯｼ

2連2段 引き違いｱﾙﾐｻｯｼ

屋根：長尺ｶﾗｰ鉄板♯28 瓦棒葺き

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22㎏品

木毛ｾﾒﾝﾄ板　t=25

外壁：角波ｶﾗｰ鉄板♯30 張り

木毛ｾﾒﾝﾄ板　t=20

@900

75 75
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400

325 75

1
,
1
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

A

5,000

4

3通り迄 5,000 6通り迄 5,000

1
,
4
0
0

A-11

1,115

矩計図（改修前）

2009.3 1/30

白ｾﾒﾝﾄ吹き付け

壁：有孔ﾗﾜﾝ合板張り t=5.5 SOP塗り

ｽﾁｰﾙ手摺り：SOP塗り

床：ﾓﾙﾀﾙ塗り金鏝

ﾓﾙﾀﾙ塗り金鏝

13φ @150　SOP塗り

壁：ﾗﾜﾝ合板 t=5.5 目透かし張り SOP塗り

引き違いｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭ戸

床：ﾌﾞﾅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=15 張り ﾀﾞﾝｹﾙ塗り

引き違いｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭ戸

巾木：木製 H=100 SOP塗り 床：ﾌﾞﾅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=15 張り ﾀﾞﾝｹﾙ塗り

壁：ﾗﾜﾝ合板 t=5.5 目透かし張り SOP塗り

13φ @150　SOP塗り

壁：有孔ﾗﾜﾝ合板張り t=5.5 SOP塗り

ｽﾁｰﾙ手摺り：SOP塗り

透明ｶﾞﾗｽ t=3

壁：有孔ﾗﾜﾝ合板張り t=5.5 SOP塗り

新潟市建築部公共建築第１課

塗装記号凡例

SOP ：合成樹脂調合ペイント塗り



壁：ﾗﾜﾝ合板 t=5.5 目透かし張り SOP塗り　既存のまま

工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴
太田小学校屋内体育館耐震補強工事

設計GL

9
5
0

3
,
3
0
0

3
,
4
7
0

7
,
7
2
0

2
5
0

3
5
0

1
,
4
0
0

9
0
0

2
5
0

2
5
0

650

ｷﾞｬﾗﾘｰFL

体育館FL

1
5
0

1
5
0

3
5
0

1,100

設計GL

9
5
0

3
,
3
0
0

3
,
4
7
0

7
,
7
2
0

ｷﾞｬﾗﾘｰFL

体育館FL

3
5
0

6
0
0

1
5
0

(盛土)

130
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250

砂利敷き

竪樋：硬質塩ビ管 100φ

外壁：ﾍﾞﾆﾔ型枠打ち放し ｼﾘｺﾝ吹き付け

引き違いｱﾙﾐｻｯｼ

屋根：長尺ｶﾗｰ鉄板♯28 瓦棒葺き

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ22㎏品

木毛ｾﾒﾝﾄ板　t=25

外壁：角波ｶﾗｰ鉄板♯30 張り

木毛ｾﾒﾝﾄ板　t=20

@900
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A

引き違いｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭ戸　既存のまま

床：ﾌﾞﾅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=15 張り ﾀﾞﾝｹﾙ塗り　既存のまま

ﾓﾙﾀﾙ塗り金鏝　既存のまま

床：ﾓﾙﾀﾙ塗り金鏝　既存のまま

ｽﾁｰﾙ手摺り：SOP塗り　既存のまま

白ｾﾒﾝﾄ吹き付け　既存のまま

壁：有孔ﾗﾜﾝ合板張り t=5.5 SOP塗り　既存のまま

5,000

4 5

3通り迄 5,000 6通り迄 5,000

床：ﾌﾞﾅ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=15 張り ﾀﾞﾝｹﾙ塗り　既存のまま

引き違いｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭ戸　既存のまま

1
,
4
0
0

巾木：木製 H=100 SOP塗り　既存のまま

13φ @150　SOP塗り　既存のまま

ｽﾁｰﾙ手摺り：SOP塗り　既存のまま

塗装記号凡例

EP-G ：つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

床：ﾓﾙﾀﾙ塗り金鏝　既存のまま

壁：有孔ﾗﾜﾝ合板張り t=5.5 SOP塗り　既存のまま

増設桁梁 EP-G

増設桁梁 EP-G

増設ﾌﾞﾚｰｽ EP-G

引き違い窓：W=1800 H=1100　2段2連窓

ギャラリー部全面：ガラス飛散防止フィルム貼（内貼）

1,115

壁：ﾗﾜﾝ合板 t=5.5 目透かし張り SOP塗り　既存のまま

2009.3

矩計図 (改修後)

1/30 A-12

増設ﾌﾞﾚｰｽ EP-G

面格子：13φ @150　SOP塗り　既存のまま

6
0
0

ｶﾞﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼り(内貼)

新潟市建築部公共建築第１課

2連2段 引き違いｱﾙﾐｻｯｼ

ｶﾞｽｹｯﾄの取替え

ｶﾞｽｹｯﾄの取替え

ｶﾞｽｹｯﾄの取替え

※ 外部仕上げは全て既存のまま

ｶﾞｽｹｯﾄの取替え

ｶﾞｽｹｯﾄの取替え

ガラス飛散防止フィルム貼り(内貼）

ガラス飛散防止フィルム貼り(内貼）

ｶﾞｾｯﾄPL部 EP-G

ｶﾞｾｯﾄPL部 EP-G

※ブレースのアングルの歯は外側に向けること。

PL部 EP-G

PL部 EP-G



工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴
太田小学校屋内体育館耐震補強工事

展開図

1

4,500 25,000

5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

2 3 4 5 6 7

1

4,50025,000

5,0005,0005,0005,0005,000

234567

既存ﾌﾞﾚｰｽ　L-65x65x6 既存G.PL 撤去

既存ﾌﾞﾚｰｽ　L-65x65x6 既存G.PL 撤去

増設 桁梁:○-139.8φx6

EP-G

EP-G

増設ﾌﾞﾚｰｽ:L-65x65x6

増設 桁梁:○-139.8φx6

EP-G

EP-G

増設ﾌﾞﾚｰｽ:L-65x65x6

増設 桁梁:○-139.8φx6

EP-G

EP-G

増設ﾌﾞﾚｰｽ:L-65x65x6

増設 桁梁:○-139.8φx6

EP-G

EP-G

増設ﾌﾞﾚｰｽ:L-65x65x6

増設 桁梁:○-139.8φx6

EP-G

EP-G

増設ﾌﾞﾚｰｽ:L-65x65x6

増設 桁梁:○-139.8φx6

EP-G

EP-G

：増設ブレース位置を示す

：既設ブレース撤去位置を示す

凡　　例

EP-G

増設 桁梁:○-139.8φx6 EP-G

引き違い窓：W=1800 H=1100　2段2連窓

ギャラリー部全面：ガラス飛散防止フィルム貼（内貼）

Ａ通り側

Ｂ通り側

増設ﾌﾞﾚｰｽ:L-65x65x6

既存ﾌﾞﾚｰｽそのまま

既存ｶﾞｾｯﾄPL撤去

EP-G ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

既存ｶﾞｾｯﾄPL撤去

EP-G ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

既存ｶﾞｾｯﾄPL撤去

EP-G ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

既存ｶﾞｾｯﾄPL撤去
EP-G ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

既存ｶﾞｾｯﾄPL撤去
EP-G ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ既存ｶﾞｾｯﾄPL撤去

EP-G ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

既存ｶﾞｾｯﾄPL撤去
EP-G ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

アリーナ１階窓：ガラス飛散防止フィルム貼（内貼）

引き違い窓：W=1500 H=600　

アリーナ１階窓：ガラス飛散防止フィルム貼（内貼）

引き違い窓：W=1500 H=600　

2009.3 1/100 A-13
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既存ｶﾞｾｯﾄPL撤去
EP-G ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ

ガラス飛散フィルム(内貼り)を示す。

既存ﾌﾞﾚｰｽそのまま

：既設ブレース位置を示す（ﾎﾞﾙﾄ取り外し）

増設 桁梁:○-139.8φx6

ｶﾞｾｯﾄPL部 EP-G

ｶﾞｾｯﾄPL部 EP-G

既存接合ﾎﾞﾙﾄ取り外し

既存接合ﾎﾞﾙﾄ取り外し



工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴

ﾎｰﾙ 玄関
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9
0
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ﾎｰﾙ 玄関
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1,0801,0801,0801,080
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0
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3
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太田小学校屋内体育館耐震補強工事

1,080

1,550 1,080

9
0
0

9
0
0

既存ﾊﾟﾈﾙ撤去

既存ﾊﾟﾈﾙ撤去

5
0
0

900

5
0
0

900

2009.3 1/50 A-14

便所平面図(改修前）　S=1/50 便所平面図（改修後）　S=1/50

天井:有孔石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9 A-Emp

腰上壁:ﾓﾙﾀﾙ金鏝 A-Emp 

腰下壁:75角施柚ﾀｲﾙ貼り H=1400まで

下受けﾁｬﾝﾈﾙ撤去のため 100x100程度はつり 5ヶ所

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去のため、幅75程度はつり L=1.8m

天井:有孔石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9 A-Emp

腰上壁:ﾓﾙﾀﾙ金鏝 A-Emp 

腰下壁:75角施柚ﾀｲﾙ貼り H=1400まで

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去のため、幅75程度はつり L=1.8m

下受けﾁｬﾝﾈﾙ撤去のため 100x100程度はつり 7ヶ所

1,630

便所平面詳細図 (改修前、改修後）新潟市建築部公共建築第１課

腰下1.4mまで　ﾓﾙﾀﾙ下地75角施柚ﾀｲﾙ貼り

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

腰下1.4mまで　ﾓﾙﾀﾙ下地75角施柚ﾀｲﾙ貼り

ﾓﾙﾀﾙ下地25角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り

ﾓﾙﾀﾙ下地25角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り

床:25角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り

床:25角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り

床ハツリ 有筋土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (便器撤去工事は設備工事)

床ハツリ 有筋土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (便器撤去工事は設備工事)

壁補修：腰上1.4m～　ﾓﾙﾀﾙ金鏝EP塗り

壁補修：腰上1.4m～　ﾓﾙﾀﾙ金鏝EP塗り

床補修：ﾓﾙﾀﾙ下地25角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り 100x100 7ヶ所

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ新設

床補修：ﾓﾙﾀﾙ下地25角ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り 100x100 5ヶ所

床補修：土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120,鉄筋D10-@150 ﾀﾃ､ﾖｺ(既存鉄筋に結束） ､敷砂転圧

床補修：土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120,鉄筋D10-@150 ﾀﾃ､ﾖｺ(既存鉄筋に結束) ､敷砂転圧



フラッシュ隔てパネル

工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴
太田小学校屋内体育館耐震補強工事

ﾎｰﾙ 玄関

4,500

男子便所

9
0
0

9
0
0

ﾊﾟﾈﾙ新設

Ａ面

Ｂ面
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Ｄ面
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1
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8
5
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1
,
8
0
0

900男子便所：1,630
女子便所：1,550

男子便所：1,630
女子便所：1,550

１階便所展開図　S=1/50

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面
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5
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0

5
0

2
0
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ｽﾃﾝﾚｽ頭つなぎ：40×20×0.8t SUS304

1,630 1,080

120 600 1,030

8
8
0

4
0

8
8
0

4
0

1,550 1,080

120 600 950

女子便所

ﾊﾟﾈﾙ新設
Ｐ

１
ＷＤ

ＷＤ
１

１
Ｐ

Ｐ

Ｐ

２

２

４

Ｐ
３

形　　　　状

符 号・数 量

備　　　　考

１

材        料

型　　　  式

ＷＤ

ラワン合板t=3（タイプⅠ）

仕        上

硝　　　　子

金　　　　物
ﾗﾊﾞﾄﾘｽﾄﾗｲｸ　帽子掛け戸当たり

握り玉付き表示錠　ﾗﾊﾞﾄﾘﾋﾝｼﾞ

×　１
１

600

1
,
7
5
0

1
,
8
0
0

1,030

Ｐ

ラワン合板t=3（タイプⅠ）

下受けﾁｬﾝﾈﾙ　

フラッシュ隔てパネル

1
,
8
0
0

Ｐ

ラワン合板t=3（タイプⅠ）

下受けﾁｬﾝﾈﾙ　

フラッシュ隔てパネル

×　１

1
,
8
0
0

Ｐ

ラワン合板t=3（タイプⅠ）

下受けﾁｬﾝﾈﾙ　

フラッシュ隔てパネル

×　１

1
,
8
0
0

Ｐ

ラワン合板t=3（タイプⅠ）

２
×　２×　２

３ ４

下受けﾁｬﾝﾈﾙ　横受けｱﾝｸﾞﾙ　

120 950 880

ｽﾃﾝﾚｽ頭つなぎ：40×20×0.8t SUS304 ｽﾃﾝﾚｽ頭つなぎ：40×20×0.8t SUS304 ｽﾃﾝﾚｽ頭つなぎ：40×20×0.8t SUS304 ｽﾃﾝﾚｽ頭つなぎ：40×20×0.8t SUS304 ｽﾃﾝﾚｽ頭つなぎ：40×20×0.8t SUS304

建具表　S=1/50

屋内体育館便所改修展開図・建具表

建具符号図　　　S=1/50

A-152009.3 1/50

新潟市建築部公共建築第１課

ＥＰ－Ｇ塗り ＥＰ－Ｇ塗り ＥＰ－Ｇ塗り ＥＰ－Ｇ塗り ＥＰ－Ｇ塗り

7
0
0600

手摺(設備工事)

片開きフラッシュ戸 見込　36見込　36見込　36見込　36見込　36



・　高力ボルト　　　　　　：　Ｆ１０Ｔ（ＪＩＳ形高力ボルト）または　Ｓ１０Ｔ（トルシア形高力ボルト）、亜鉛ﾒｯｷ部はＳ８Ｔ(亜鉛ﾒｯｷﾎﾞﾙﾄ)とする。

　　　　　　　　　　　Ｄ１９以上　…　ＳＤ３４５　（ＪＩＳ規格品）

・　無収縮モルタル　　　　：　設計基準強度　　　Ｆ＝３０Ｎ／ｍｍ　以上

構造特記仕様書

１．一般事項

ｂ）　設計図書の優先順位

ｄ）　本標準図中、特に単位なき寸法は、ｍｍを示す。

ｃ）　上記設計図書類に記載なき事項は、監督員と協議する。

２．工事計画

３．使用材料

・　既存建物のスパン・階高及び躯体寸法等は、現地実測による。

・　現地実測寸法に基づいた躯体図を作成し、監督員の承諾を得る。

・　工事中の騒音・粉塵及び落下物の危険防止を考慮した施工を行う。

・　既存鉄筋コンクリート躯体及び既存鉄骨架構と鉄骨枠付きブレース架構との一体化を図るように、入念

・　施工に先立ち、工事工程表及び全工事の施工計画書を作成し、監督員の承諾を得る。

また本工事は、特定された場所での工事で、一般の建築工事とは施工方法等が異なる所があるので、下記の内容に

特に注意して施工する。

　　に施工をする。

・　設備用埋設管等の有無を事前に調査し、支障のないように施工する。

2

　　　　　　　　　　　　　：　コンシステンシー　Ｊ１４ ロート　８　２（秒）＋－

ａ）　本標準図は、鉄骨造による耐震補強の、鉄骨ブレース架構・鉄骨枠付きブレース架構に適用する。

　　工　作　図　　　：　鉄骨現寸検査に先立ち、現地実測寸法に基づいた鉄骨工作図を作成し、監督員の承諾を得る。

　　鉄骨製作工場　　：　建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた㈱日本鉄骨評価センター又は（社）

　　　　　　　　　　　　同等以上の能力のある工場

　　　　　　　　　　　　全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「Ｒグレ－ド」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は、

　　溶接接合　　　　：　建設大臣官房官庁営繕部監修「鉄骨設計基準及び同解説」（平成１０年度版）による。

　　溶接棒　　　　　：　低水素系を使用。

　　溶接姿勢　　　　：　立向き溶接は上進溶接とする。

　　第三者試験　　　：　完全溶込み溶接部は、以下の個所について第三者試験にて、超音波探傷試験を行う。

４．鉄骨工事

工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴

構造特記仕様書

S-12009.3

　　　設計図　＞　本標準図　＞　公共建築改修工事標準仕様書（平成１９年版）

(圧縮試験はしなくて良い)

　　錆止め塗料　　　：　ＪＡＳＳ １８ Ｍ－１１１ 水系さび止めペイントを使用し、工場１回塗り、現場１回塗りを原則とする。

・　あと施工アンカー　　　：　接着系アンカー　　カプセル型　有機系

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回転・打撃式

得て使用することができる。

・　その他の材料　　　　　：　上記以外の材料でも、特別な調査・研究成果を示すことにより、監督員の承諾を

・　鋼材　　　　　　　　　：　一般はＳＳ４００（ＪＩＳ規格品）　鋼板はＳＮ４００Ｂ

2

ST
9

12

16

5

7

9

12

T

S

１＋０．１Ｓ以下

19

22

25

14

16

18

板厚(T) 脚長(S)

6

スミ肉溶接標準図
板厚はＴの小さい方の値とする。

：　アンカー筋　　　　Ｄ１６以下　…　ＳＤ２９５Ａ（ＪＩＳ規格品）

新潟市建築部公共建築第１課 太田小学校屋内体育館耐震補強工事

の向上および改善を図るものである。

・　普通コンクリート　　　：　設計基準強度　　　Ｆ＝２１Ｎ／ｍｍ　以上

開先角度 45ﾟ

ル－ト間隔　ｄ 6mm

開先角度

ル－ト間隔　ｄ

35ﾟ

9mm

開先角度

ル－ト間隔　ｄ 6mm

開先角度

ル－ト間隔　ｄ

45ﾟ

35ﾟ

9mm

ガスシールドアーク半自動溶接

t　  6

t　  12

t　  6

t　  16

アーク手溶接，ノンガスシールドアーク半自動溶接

突合せ溶接 （裏当金つき）

ｆ = 1~3mm

ル－ト面巾　ａ

充分密着させる。

母材と　材質同

t

2mm

f

1
a

t 2

d

裏当金 PL-6x30≦t1　 16mm

PL-9x30t1　 16mm

S=6mm≦t1　 16mm

S=8mmt1　 16mm

裏当金すみ肉

※図面に記載がある場合は図面による。

本工事は、既存の構造体に鉄骨ブレースおよび鉄骨水平ブレースを増設して補強することにより建物の耐震性の



工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴
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小屋伏図 　S=1:100

PV PV PV

位　置

断面リスト

L- 65 x 65 x 6

部　材　

G.PL- 12  5-M16

羽子板 PL-9x180,ﾘﾌﾞPL-9○- 139.8 x 6

接合部　PL- 12  4-M20

・桁梁  PV

パイプ

型 鋼

鋼  板

ﾎﾞﾙﾄ(HTB)

現場溶接

SS　400

増設、取替え材料の規格

STK　400

SN　400B

・既存部材に現場溶接する場合に使用する溶接棒は｢低水素系4316｣とする。

・立向き溶接の進行は「上進」とする。

・両側から隅肉溶接できない個所は突き合せ溶接とする。

S10T

として良い。

・立ち向き突き合せ溶接部で、両側から隅肉溶接が可能な場合は隅肉溶接

2009.3 S-2

増設桁梁 PV:○-139.8 x 6 　　4ヶ所

増設桁梁 PV:○-139.8 x 6 　　4ヶ所

S
S

S
S

[既設部材]

BH- 800～450 x 225 x  12 x 16C

BH- 800～500 x 225 x  12 x 16

BH- 500 x 200 x  9 x 12
T  

端部

中央部

V LH- 300 x 150 x 3.2 x 4.5

 S H- 150 x  75 x   5 x  7

桁ﾌﾞﾚｰｽ    L- 65 x 65 x  6　　G.PL-9 3-φ19

屋根ﾌﾞﾚｰｽ    L- 50 x 50 x  6　　G.PL-6 3-φ16

モヤ C-100 x 50 x 20 x 2.3   @606

確定してから行うこと。

・鉄骨製作にあたっては現場実測の上、寸法を

JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋かい M20  G.PL-9 1-M20

新設ﾌﾞﾚｰｽ M20

新設ﾌﾞﾚｰｽ M20

新設ﾌﾞﾚｰｽ M20

新設ﾌﾞﾚｰｽ M20

新設ﾌﾞﾚｰｽ M20

新設ﾌﾞﾚｰｽ M20

新設ﾌﾞﾚｰｽ M20

新設ﾌﾞﾚｰｽ M20
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補強小屋伏図
太田小学校屋内体育館耐震補強工事

屋根ﾌﾞﾚｰｽ

・桁ﾌﾞﾚｰｽ

[増設部材]

・水平ﾌﾞﾚｰｽ

特記事項

共通事項：耐震補強の溶接部近辺に火報空気管が設置されている場合は、

火報空気管を防炎ｼｰﾄ等で養生の後、溶接作業を行う。
:増設ﾌﾞﾚｰｽ位置を示す

:既設ﾌﾞﾚｰｽ撤去位置を示す

凡例

:既設ﾌﾞﾚｰｽ位置を示す(ﾎﾞﾙﾄ取り外し)



工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴

A通り 軸組図 S=1:200
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B 通り 軸組図 S=1:200
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増設桁ﾌﾞﾚｰｽ:L-65x65x6　3ヶ所

増設桁ﾌﾞﾚｰｽ:L-65x65x6　3ヶ所

増設桁梁 PV:○-139.8 x 6 　　4ヶ所
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補強軸組図

既設桁ﾌﾞﾚｰｽそのまま
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増設桁梁 PV:○-139.8 x 6 　　4ヶ所

既設桁ﾌﾞﾚｰｽ撤去

既設桁ﾌﾞﾚｰｽ撤去

裏ｽﾁﾌﾅ PL-9

裏ｽﾁﾌﾅ PL-9

既存G.PL切断撤去

既存G.PL切断撤去

既存G.PL切断撤去

既存G.PL切断撤去

既存接合ﾎﾞﾙﾄ取外し

既存接合ﾎﾞﾙﾄ取外し



工事名 図名

年月日 縮　尺 図面番号

新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一

担当設計事務所　酒井建築事務所

担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴

補強鉄骨詳細図

S-4

補強鉄骨詳細図 S=1:20

2009.3
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羽子板 PL-9

補強ﾘﾌﾞPL-9

羽子板 PL-9
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(PL-16)

(B.PL-22)

既存ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(4-φ25)

既存PL-12 取り外し

G.PL-12

PL-9

裏当て金

450

250100 100

200

(
P
L
-
1
6
x
2
2
5
)

(P
L
-
1
6
x
22
5
)

(PL-12)

(P
L-
16
x2
25
)

(PL-16)

(ﾌﾗﾝｼﾞ 2PL-12 10-M22)

(ｳｪﾌﾞ 2PL-9 6-M22)

C

(P
L-
12
)

T

C
C

(H-150x75x5x7)

9

9

裏当て金

裏当て金

PL-9 増設

800

1
4

≒
12

裏当て金

裏当て金

A部

裏当て金

360

裏当て金

G.PL-12

9

200

裏当て金

G.PL-12(3,4,6通り)

小口 PL-6

小口 PL-6

裏当て金

G.PL-12 増設

2

共通事項：(    )内の部材以外は増設部材とする。

補強ブレースの歯は外側に向けること。

A部詳細 S=1:5

(LH-300x150x3.2x4.5)



(LH-300x150x3.2x4.5)

裏当て金

(PL-6 3-M16)

水平ﾌﾞﾚｰｽ増設 JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋かい M20

工事名 図名
担当設計事務所　酒井建築事務所新潟市建築設計協同組合

管理建築士　一級建築士第69716号　今井孝一 担当事務所管理建築士　一級建築士第103858号　酒井秀晴 年月日 縮　尺 図面番号
2009.3

(LH-300x150x3.2x4.5)

5,000

屋根増設水平ブレース 鉄骨詳細図 S=1:20 共通事項
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水平ﾌﾞﾚｰｽ増設　JISﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ筋かい M20
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増設水平ブレース詳細図

1:20 S-5

(既存水平ﾌﾞﾚｰｽ L-50x50x6)

新潟市建築部公共建築第１課 太田小学校屋内体育館耐震補強工事

・既設水平ﾌﾞﾚｰｽは撤去しない事。

・(   )内部材以外は増設部材とする。

1-M20

G.PL-9

水平ﾌﾞﾚｰｽ取り付け詳細図　S=1:20

羽子板 FB-9x65

羽子板 FB-9x65


